
特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （４）古写真

大天守

小天守

図【資）-4.4.1 名古屋城総合事務所所蔵ガラス乾板写真撮影位置：全体配置図

(４)古写真

■名古屋城総合事務所所蔵ガラス乾板写真撮影位置：全体配置図
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特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （４）古写真

■名古屋城総合事務所所蔵ガラス乾板写真撮影位置：本丸内苑配置図

大天守

小天守

本丸御殿

図【資）-4.4.2 名古屋城総合事務所所蔵ガラス乾板写真撮影位置：本丸内苑配置図
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特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （４）古写真

■名古屋城総合事務所所蔵ガラス乾板写真撮影位置：大天守内部

図【資）-4.4.3 名古屋城総合事務所所蔵ガラス乾板写真撮影位置（大天守内部）：各階平面図
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特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （４）古写真

■名古屋城総合事務所所蔵ガラス乾板写真：小天守内部

図【資）-4.4.4 名古屋城総合事務所所蔵ガラス乾板写真撮影位置（小天守内部）：各階平面図
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特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （４）古写真

■名古屋城総合事務所所蔵ガラス乾板写真抜粋(天守が写されているカット）

001 15-21-14 本丸郭内遠景（南西面）

002 15-31-8 本丸郭内遠景（南西面）

003 15-32-19 本丸郭内遠景（南西面）

00４ 15-1-11 本丸郭内遠景（南西面）
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特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （４）古写真

005 15-1-12 本丸郭内遠景（南西面）

006 15-33-3 本丸郭内遠景（南西面）

007 15-33-6 本丸郭内遠景（南西面）

008 15-33-13 本丸郭内遠景（南西面）
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特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （４）古写真

009 15-34-4 本丸郭内遠景（南西面）

010 15-34-8 本丸郭内遠景（南西面）

011 37-35-4 本丸敷地内建造物（焼失）俯瞰

012 37-18-6 本丸敷地内建造物（焼失）俯瞰
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特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （４）古写真

013 40-36-1 本丸地内天守閣（焼失）への通路 天守東面

014 42-18-9 大小天守閣（焼失）東面

015 42-36-6 大小天守閣（焼失）東面

016 43-35-14 大小天守閣（焼失）南面
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特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （４）古写真

017 44-18-13 大小天守閣（焼失）西面

018 45-35-13 小天守閣（焼失）北面

019 46-36-4 小天守閣（焼失）北面石垣

020 47-33-14 小天守閣（焼失）東北面石垣・石段
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特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （４）古写真

021 48-18-19 小天守閣（焼失）東北面

022 49-36-2 小天守閣（焼失）東面石垣

023 51-35-6 小天守閣（焼失）南面石垣

024 50-36-5 小天守閣（焼失）南面
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特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （４）古写真

025 52-17-15 小天守閣（焼失）西南面

026 52-18-8 小天守閣（焼失）西南面

027 53-34-18 小天守閣（焼失）西面石垣

028 54-35-11 小天守閣（焼失）西面

資料4-11



特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （４）古写真

030 56-35-16 小天守閣表門（口御門）（焼失）北面

031 56-18-1 小天守閣表門(口御門）（焼失）北面029 55-18-14 御深井丸より小天守閣（焼失）西北面を望む

032 57-19-7 小天守閣内地階（焼失）東南側
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特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （４）古写真

033 57-36-2 小天守閣内地階（焼失）南東側
035 58-19-2 小天守閣内一階（焼失）南入側

036 59-19-8 小天守閣内二階（焼失）東北側034 75-34-19 小天守閣橋台口門（奥御門）（焼失）北面
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特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （４）古写真

037 61-35-8 小天守閣（焼失）棟上銅鯱（西方）

038 60-35-12 小天守閣（焼失）東面妻部懸魚 040 64-19-12 天守閣（焼失）東北面隅石垣

039 62-18-5 練兵場（現名城公園）より天守閣（焼失）東北面を望む
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特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （４）古写真

041 63-18-10 天守閣（焼失）東北面

042 66-18-4 天守閣（焼失）東面北寄部分

043 66-18-15 天守閣（焼失）東面北寄部分

044 67-18-16 天守閣（焼失）南面
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特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （４）古写真

045 68-36-9 天守閣（焼失）南面を見上げる

046 69-32-16 天守閣（焼失）南面隅石垣刻紋

047 70-18-11 天守閣（焼失）南西面

048 70-18-17 天守閣（焼失）南西面
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特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （４）古写真

049 70-32-8 天守閣（焼失）南西面 051 73-18-12 御深井丸より天守閣（焼失）西北面を望む

050 70-18-18 天守閣（焼失）南西面 052 72-34-17 天守閣（焼失）西北面
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特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （４）古写真

053 74-18-7 西北隅櫓より天守閣（焼失）西北面を望む

054 76-19-3 天守閣地階入口（焼失）内側

055 77-19-1 天守閣地階内南側窓（焼失）

056 78-17-19 天守閣地階内東側窓（焼失）

資料4-18



特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （４）古写真

057 79-19-6 天守閣地階内井戸（焼失）

058 79-35-19 天守閣地階内井戸（焼失） 059 65-18-2 天守閣（焼失）東面を見上げる
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特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （４）古写真

060 93-20-9 金鯱（南方）（焼失） 061 94-20-10 金鯱（北方）（焼失）
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資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （４）古写真

062 93-34-16 金鯱（南方）（焼失） 063 95-35-9 調査時の金鯱（北方）（焼失）
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特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （４）古写真

064 96-21-17 焼失後の天守閣石垣東南面

065 97-22-5 焼失後の天守閣石垣南西面

068 42-45-東1 大小天守閣（焼失）東面
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特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （４）古写真

069 81-19-4 天守閣一階内西入側（焼失）

070 80-17-18 天守閣一階内橋台上南側の石落及び鉄砲（焼失）

071 82-19-5 天守閣二階内西入側より階段を望む（焼失）

072 83-19-17 天守閣二階内西入側（焼失）
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特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （４）古写真

073 84-20-3 天守閣三階内西側千鳥破風室内（焼失）

074 86-20-4 天守閣四階内西側千鳥破風室内（焼失） 075 85-20-14 天守閣三階内南入側（焼失）東側
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特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （４）古写真

076 87-19-10 天守閣四階内西側千鳥破風室内入口（焼失）

077 91-35-10 天守閣五階内入側（焼失） 078 90-20-2 天守閣五階内入側（焼失）
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特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （４）古写真

079 88-20-15 天守閣四階内階段（焼失） 080 89-19-15 天守閣四階内東入側（焼失）南側
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特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （４）古写真

081 92-20-8 天守閣五階内長押上（焼失）

083 145-36-7 不明門（焼失）正面

084 145-38-11 不明門（焼失）正面

086 147-20-16 不明門（焼失）背面
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特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （５）近代実測図

（５）近代実測図

通番 名称  
縮尺 

 
備考 

マイクロ 
No. 昭和実測図 （名古屋市閲覧サービス） 

48 名古屋城天守地階平面図 1/100  B0460100 
49 名古屋城天守一階平面図 1/100 図面上は、初層と記載 B0470200 
50 名古屋城天守二層平面図 1/100  B0480300 
51 名古屋城天守三層平面図 1/100  B0490400 
52 名古屋城天守四層平面図 1/100  B0500500 
53 名古屋城天守五層平面図 1/100  B0510600 
54 名古屋城天守東側立面図 1/100  B0520700 
55 名古屋城天守西側立面図 1/100  B0530800 
56 名古屋城天守南側立面図 1/100  B0540900 
57 名古屋城天守北側立面図 1/100  B0551000 
58 名古屋城天守縦断面図 1/100  B0561100 
59 名古屋城天守横断面図 1/100  B0571200 
60 名古屋城天守地階及初層東側矩計詳細図 1/20  B0581300 
61 名古屋城天守二層及三層東側矩計詳細図 1/20  B0591400 
62 名古屋城天守四層及五層東側矩計詳細図 1/20  B0601500 
63 名古屋城天守初層床伏図 1/100  B0611600 
64 名古屋城天守初層見上図 1/100  B0621700 
65 名古屋城天守二層見上図 1/100  B0631800 
66 名古屋城天守三層見上図 1/100  B0641900 
67 名古屋城天守四層見上図 1/100  B0652000 
68 名古屋城天守五層見上図 1/100  B0662100 
69 名古屋城天守地階東側出窓平面及断面詳細図（平面図・断

面図） 
1/20  B0672200 

 
70 

名古屋城天守地階東側出窓装置詳細図 
（内部姿図・内部姿図・伊伊断面・揚戸詳細・滑車詳細 ・
窓断面詳細・桟框断面・外部姿図） 

 
1/20 

  
B0682300 

71 名古屋城天守二層東側千鳥破風平面詳細図 1/20  B0692400 
72 名古屋城天守二層東側千鳥破風姿詳細図 1/20  B0702500 
73 名古屋城天守二層東側千鳥破風縦断面詳細図 1/20  B0712600 
74 名古屋城天守二層東側千鳥破風横断面詳細図 1/20  B0722700 
75 名古屋城天守二層北側中央千鳥破風平面詳細図 

（イ‐イ横断面図・ロ‐ロ横断面図） 
1/20  B0732800 

76 名古屋城天守二層北側中央千鳥破風姿詳細図 1/20  B0742900 
77 名古屋城天守二層北側中央千鳥破風縦断面詳細図 1/20  B0753000 
 
78 

名古屋城天守二層北側唐破風平面及姿詳細図 
（槍狭間揚板詳細図・イ印部分詳細図・ロ印部分詳細図・
ハ印部分詳細図） 

 
1/20 

  
B0763100 

79 名古屋城天守三層西側千鳥破風平面及小屋内部詳細図 
（内部イ・内部ロ・平面図） 

1/20  B0773200 

80 名古屋城天守三層西側千鳥破風四層唐破風詳細図 1/20  B0783300 
81 名古屋城天守三層南側千鳥破風平面及小屋内部詳細図 

（内部イ・内部ロ・平面図） 
1/20  B0793400 

82 名古屋城天守三層南側千鳥破風姿及断面詳細図 1/20  B0803500 
83 名古屋城天守四層西側唐破風姿及断面詳細図 1/20 図面上は、南側と記載 B0813600 
84 名古屋城天守四層西側唐破風断面詳細図 1/20  B0823700 
85 名古屋城天守五層南妻破風姿及断面詳細図 1/20  B0833800 

 

通番 名称  
縮尺 

 
備考 

マイクロ 
No. 昭和実測図 （名古屋市閲覧サービス） 

86 名古屋城天守地階御口御門平面及見上図并断面図 
（断面図・見上図・平面図・金具現寸図） 

1/20  B0843900 

87 名古屋城天守地階御口御門正面及背面詳細図 
（正面図・背面図） 

1/20  B0854000 

88 名古屋城天守地階奥御門平面及背面詳細図 
（平面図・背面図） 

1/20  B0864100 

89 名古屋城天守地階奥御門正面及断面詳細図 
（正面図・断面図） 

1/20  B0874200 

90 名古屋城天守地階初層及二層表階段平面詳細図 
（地階階段平面図・初層階段平面図・二層階段平面図） 

1/20  B0884300 

91 名古屋城天守三層及四層表階段平面詳細図 
（三層階段平面図・四層階段平面図） 

1/20  B0894400 

92 名古屋城天守初層及二層表階段平面詳細図 
（初層二層ロ‐ロ断面図・地階々段イ‐イ断面図） 

1/20 図面上は、天守地階初層～断
面詳細図と記載 

B0904500 

93 名古屋城天守二層表階段断面詳細図（引戸詳細図） 1/20  B0914600 
94 名古屋城天守三層表階段断面詳細図 1/20  B0924700 
95 名古屋城天守四層表階段断面詳細図 1/20  B0934800 
 
96 

名古屋城天守四層表階段矢狭間詳細図 
（金具・金具・蝶番詳細図・揚板桟詳細図・揚板裏面・揚
板見上図・平面図・伊‐伊断面図・手掛金具） 

 
1/20 

  
B0944900 

97 名古屋城天守地階御成階段平面及断面詳細図 
（平面図・断面図） 

1/100  B0955000 

98 名古屋城天守初層及二層御成階段平面詳細図 
（初層階段平面図・二層階段平面図） 

1/20  B0965100 

99 名古屋城天守初層及二層御成階段断面詳細図 1/20  B0975200 
100 名古屋城天守五層小屋組詳細図 1/20  B0985300 
101 名古屋城天守南側鯱詳細図 1/10  B0995400 
102 名古屋城天守北側鯱詳細図 1/10  B1005500 
103 名古屋城天守金具詳細図 1/1  B1015600 
104 名古屋城小天守地階平面図 1/50  B1020100 
105 名古屋城小天守初層平面図 1/50  B1030200 
106 名古屋城小天守二層平面図 1/50  B1040300 
107 名古屋城小天守東側立面図 1/50  B1050400 
108 名古屋城小天守西側立面図 1/50  B1060500 
109 名古屋城小天守南側立面図 1/50  B1070600 
110 名古屋城小天守北側立面図 1/50  B1080700 
111 名古屋城小天守縦断面図 1/50  B1090800 
112 名古屋城小天守横断面図 1/50  B1100900 
113 名古屋城小天守矩計詳細図 1/20  B1111000 
114 名古屋城小天守初層床伏図 1/50  B1121100 
115 名古屋城小天守二層床見上図 1/50  B1131200 
116 名古屋城小天守二層天井見上及屋根伏図 1/50  B1141300 
117 名古屋城小天守東出入口詳細図 1/20  B1151400 
 
118 

名古屋城小天守西出入口及窓廻詳細図 
（西出入口詳細図・初層北側西寄窓詳細図・二層東側北寄
窓詳細図） 

1/10 
1/20 

図面上は、（西出入口詳細図・
初層北側西寄窓詳細図・二層東
側北寄窓詳細図）の記載無し 

 
B1161500 

 

表(資）-4.5.1 名古屋城総合事務所所蔵 昭和実測図

（ア）昭和実測図

資料4-28



特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （５）近代実測図

図(資）-4.5.1 名古屋城天守地階平面図

資料4-29



特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （５）近代実測図

図(資）-4.5.2 名古屋城天守一階平面図

資料4-30



特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料

図(資）-4.5.3 名古屋城天守二層平面図

（５）近代実測図

資料4-31



特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料

図(資）-4.5.4 名古屋城天守三層平面図

（５）近代実測図

資料4-32



特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （５）近代実測図

図(資）-4.5.5 名古屋城天守四層平面図

資料4-33



特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （５）近代実測図

図(資）-4.5.6 名古屋城天守五層平面図

資料4-34



特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （５）近代実測図

図(資）-4.5.7 名古屋城天守東側立面図

資料4-35



特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （５）近代実測図

図(資）-4.5.8 名古屋城天守西側立面図

資料4-36



特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （５）近代実測図

図(資）-4.5.9 名古屋城天守南側立面図

資料4-37



特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （５）近代実測図

図(資）-4.5.10 名古屋城天守北側立面図

資料4-38



特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （５）近代実測図

図(資）-4.5.11 名古屋城天守縦断面図

資料4-39



特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （５）近代実測図

図(資）-4.5.12 名古屋城天守横断面図

資料4-40



特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （５）近代実測図

図(資）-4.5.13 名古屋城天守地階及初層東側矩計詳細図

資料4-41



特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （５）近代実測図

図(資）-4.5.14 名古屋城天守二層及三層東側矩計詳細図

資料4-42



特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （５）近代実測図

図(資）-4.5.15 名古屋城天守四層及五層東側矩計詳細図

資料4-43



特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （５）近代実測図

図(資）-4.5.16 名古屋城天守初層床伏図

資料4-44



特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （５）近代実測図

図(資）-4.5.17 名古屋城天守初層見上図

資料4-45



特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （５）近代実測図

図(資）-4.5.18 名古屋城天守二層見上図

資料4-46



特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （５）近代実測図

図(資）-4.5.19 名古屋城天守三層見上図

資料4-47



特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （５）近代実測図

図(資）-4.5.20 名古屋城天守四層見上図

資料4-48



特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （５）近代実測図

図(資）-4.5.21 名古屋城天守五層見上図

資料4-49



特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （５）近代実測図

図(資）-4.5.22 名古屋城天守地階東側出窓平面及断面詳細図（平面図・断面図）

資料4-50



特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （５）近代実測図

図(資）-4.5.23 名古屋城天守地階東側出窓装置詳細図（内部姿図・内部姿図・伊伊断面・揚戸詳細・滑車詳細・窓断面詳細・桟框断面・外部姿図）

資料4-51



特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （５）近代実測図

図(資）-4.5.24 名古屋城天守二層東側千鳥破風平面詳細図

資料4-52



特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （５）近代実測図

図(資）-4.5.25 名古屋城天守二層東側千鳥破風姿詳細図

資料4-53



特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （５）近代実測図

図(資）-4.5.26 名古屋城天守二層東側千鳥破風縦断面詳細図

資料4-54



特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （５）近代実測図

図(資）-4.5.27 名古屋城天守二層東側千鳥破風横断面詳細図

資料4-55



特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （５）近代実測図

図(資）-4.5.28 名古屋城天守二層北側中央千鳥破風平面詳細図（イ-イ横断面図・ロ-ロ横断面図）

資料4-56



特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （５）近代実測図

図(資）-4.5.29 名古屋城天守二層北側中央千鳥破風姿詳細図

資料4-57



特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （５）近代実測図

図(資）-4.5.30 名古屋城天守二層北側中央千鳥破風縦断面詳細図

資料4-58



特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （５）近代実測図

図(資）-4.5.31 名古屋城天守二層北側唐破風平面及姿詳細図（槍狭間揚板詳細図・イ印部分詳細図・ロ印部分詳細図・ハ印部分詳細図）

資料4-59



特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （５）近代実測図

図(資）-4.5.32 名古屋城天守三層西側千鳥破風平面及小屋内部詳細図（内部イ・内部ロ・平面図）

資料4-60



特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （５）近代実測図

図(資）-4.5.33 名古屋城天守三層西側千鳥破風四層唐破風詳細図

資料4-61



特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （５）近代実測図

図(資）-4.5.34 名古屋城天守三層南側千鳥破風平面及小屋内部詳細図（内部イ・内部ロ・平面図）

資料4-62



特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （５）近代実測図

図(資）-4.5.35 名古屋城天守三層南側千鳥破風姿及断面詳細図

資料4-63



特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （５）近代実測図

図(資）-4.5.36 名古屋城天守四層西側唐破風姿及断面詳細図

資料4-64



特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （５）近代実測図

図(資）-4.5.37 名古屋城天守四層西側唐破風断面詳細図

資料4-65



特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （５）近代実測図

図(資）-4.5.38 名古屋城天守五層南妻破風姿及断面詳細図

資料4-66



特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （５）近代実測図

図(資）-4.5.39  古屋城天守地階御口御門平面及見上図并断面図（断面図・見上図・平面図・金具現寸図）

資料4-67



特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （５）近代実測図

図(資）-4.5.40 名古屋城天守地階御口御門正面及背面詳細図（正面図・背面図）

資料4-68



特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （５）近代実測図

図(資）-4.5.41 名古屋城天守地階奥御門平面及背面詳細図（平面図・背面図）

資料4-69



特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （５）近代実測図

図(資）-4.5.42 名古屋城天守地階奥御門正面及断面詳細図（正面図・断面図）

資料4-70



特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （５）近代実測図

図(資）-4.5.43 名古屋城天守地階初層及二層表階段平面詳細図（地階階段平面図・初層階段平面図・二層階段平面図）

資料4-71



特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （５）近代実測図

図(資）-4.5.44 名古屋城天守三層及四層表階段平面詳細図（三層階段平面図・四層階段平面図）

資料4-72



特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （５）近代実測図

図(資）-4.5.45 名古屋城天守初層及二層表階段平面詳細図（初層二層ロ-ロ断面図・地階々段イ-イ断面図）

資料4-73



特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （５）近代実測図

図(資）-4.5.46 名古屋城天守二層表階段断面詳細図（引戸詳細図）

資料4-74



特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （５）近代実測図

図(資）-4.5.47 名古屋城天守三層表階段断面詳細図

資料4-75



特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （５）近代実測図

図(資）-4.5.48 名古屋城天守四層表階段断面詳細図

資料4-76



特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （５）近代実測図

図(資）-4.5.49 名古屋城天守四層表階段矢狭間詳細図（金具・金具・蝶番詳細図・揚板桟詳細図・揚板裏面・揚板見上図・平面図・伊-伊断面図・手掛金具）

資料4-77



特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （５）近代実測図

図(資）-4.5.50 名古屋城天守地階御成階段平面及断面詳細図（平面図・断面図）

資料4-78



特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （５）近代実測図

図(資）-4.5.51 名古屋城天守初層及二層御成階段平面詳細図（初層階段平面図・二層階段平面図）

資料4-79



特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （５）近代実測図

図(資）-4.5.52  名古屋城天守初層及二層御成階段断面詳細図

資料4-80



特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （５）近代実測図

図(資）-4.5.53 名古屋城天守五層小屋組詳細図

資料4-81



特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （５）近代実測図

図(資）-4.5.54 名古屋城天守南側鯱詳細図

資料4-82



特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （５）近代実測図

図(資）-4.5.55 名古屋城天守北側鯱詳細図

資料4-83



特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （５）近代実測図

図(資）-4.5.56 名古屋城天守金具詳細図

資料4-84



特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （５）近代実測図

図(資）-4.5.57 名古屋城小天守地階平面図

資料4-85



特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （５）近代実測図

図（資）-4.5.58 名古屋城小天守初層平面図

資料4-86



特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （５）近代実測図

図(資）-4.5.59 名古屋城小天守二層平面図

資料4-87



特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （５）近代実測図

図(資）-4.5.60 名古屋城小天守東側立面図

資料4-88



特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （５）近代実測図

図(資）-4.5.61 名古屋城小天守西側立面図

資料4-89



特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （５）近代実測図

図(資）-4.5.62 名古屋城小天守南側立面図

資料4-90



特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （５）近代実測図

図(資）-4.5.63 名古屋城小天守北側立面図

資料4-91



特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （５）近代実測図

図(資）-4.5.64 名古屋城小天守縦断面図

資料4-92



特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （５）近代実測図

図(資）-4.5.65 名古屋城小天守横断面図

資料4-93



特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （５）近代実測図

図(資）-4.5.66 名古屋城小天守矩計詳細図

資料4-94



特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （５）近代実測図

図(資）-4.5.67 名古屋城小天守初層床伏図

資料4-95



特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （５）近代実測図

図(資）-4.5.68 名古屋城小天守二層床見上図

資料4-96



特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （５）近代実測図

図(資）-4.5.69 名古屋城小天守二層天井見上及屋根伏図

資料4-97



特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （５）近代実測図

図(資）-4.5.70 名古屋城小天守東出入口詳細図

資料4-98



特 別 史 跡名 古 屋 城跡 木造 天守 整備 基本 計画

資料編 第４章 復元根拠としての採用資料 （５）近代実測図

図(資）-4.5.71 名古屋城小天守西出入口及窓廻詳細図（西出入口詳細図・初層北側西寄窓詳細図・二層東側北寄窓詳細図）

資料4-99



特 別 史 跡 名 古 屋 城 木 造 天 守 閣 整 備 基 本 計 画

資料編 第４章 復元の根拠資料 （5） 近代実測図

史料名 所蔵 製作年代

概要
宮内省内匠寮作成。全8枚の図面で、和紙に墨入れ。２階以上の建物については、各階が貼り込み式になっている。

「名古屋離宮 総図」 「名古屋離宮 御殿図」 「名古屋離宮 天守閣図」 「名古屋離宮 小天守・西南隅櫓」 「名古屋離宮 各門・隅櫓」 「名古屋離宮 湯沸所等」 「名古屋離宮 付属舎類」 「名古屋離宮 正門櫓類」

名古屋離宮図 宮内公文書館 大正期前期

図(資）-4.5.72 「名古屋離宮 天守閣図」

「天守閣 五層」

「天守閣 ニ層」

「天守閣 初層」

「天守閣 地中室」

「天守閣 四層」（南東の部屋の階段に紙を被せ消去）

「天守閣 四層」（南東の部屋に階段記載）

「天守閣 三層」

(イ） 名古屋離宮図

資料4-100



特 別 史 跡 名 古 屋 城 木 造 天 守 閣 整 備 基 本 計 画

資料編 第４章 復元の根拠資料 （5） 近代実測図

史料名 所蔵 製作年代

概要

図(資）-4.5.73 「名古屋離宮 小天守・西南隅櫓」

宮内公文書館 大正期前期

右図：小天守、左図：西南隅櫓

「西南櫓 三層・小天守 二層」「西南櫓 初層・小天守 地中階」

「西南櫓 ニ層・小天守 初層」

名古屋離宮図

資料4-101



特 別 史 跡 名 古 屋 城 木 造 天 守 閣 整 備 基 本 計 画

資料編 第４章 復元の根拠資料 （5） 近代実測図

史料名 所蔵 製作年代

概要

大正８年実測図面

宮内省内匠寮作成。縮尺1/100。紙本墨入れ、淡彩。現存するのは15枚だが、図面には通し番号がふられ、それに欠番がある事から、当初は30枚以上のセットの図面だったと考えられる。

「名古屋離宮俯瞰図」「名古屋離宮総図」 「名古屋離宮御殿平面図 附湯沸所及渡廊下」 「名古屋離宮天守閣平面図」 「名古屋離宮天守閣平面図（其一）」 「名古屋離宮天守閣平面図（其二）」 「名古屋離宮天守閣平面図（其三）」

「名古屋離宮各隅櫓小天守閣各渡櫓門平面図」 「名古屋離宮西北櫓小天守平面図」 「名古屋離宮東南櫓東北櫓西南櫓平面図」 「名古屋離宮各渡櫓平面図」 「名古屋離宮付属建物平面図」 「名古屋離宮付属建物平面図（其一）」

「名古屋離宮付属建物平面図（其二）」 「名古屋離宮総図附図」

宮内公文書館 大正８年４月

図(資）-4.5.74  「名古屋離宮天守閣平面図（其一）」

(ウ） 大正８年実測図

資料4-102



特 別 史 跡 名 古 屋 城 木 造 天 守 閣 整 備 基 本 計 画

資料編 第４章 復元の根拠資料 （5） 近代実測図

史料名 所蔵 製作年代

概要

「名古屋離宮天守閣平面図（其二） 縮尺１/１００。紙本墨入れ、淡彩。

左図：初層平面図、右図：二層平面図

図(資）-4.5.75  「名古屋離宮天守閣平面図（其二）」

大正８年実測図面 宮内公文書館 大正８年４月

資料4-103



特 別 史 跡 名 古 屋 城 木 造 天 守 閣 整 備 基 本 計 画

資料編 第４章 復元の根拠資料 （5） 近代実測図

史料名 所蔵 製作年代

概要

図(資）-4.5.76  「名古屋離宮天守閣平面図（其三）」

大正８年実測図面 宮内公文書館 大正８年４月

「名古屋離宮天守閣平面図（其三）」 縮尺１/１００。紙本墨入れ、淡彩。

左図：三層平面図、中図：四層平面図、右図：五層平面図

資料4-104



特 別 史 跡 名 古 屋 城 木 造 天 守 閣 整 備 基 本 計 画

資料編 第４章 復元の根拠資料 （5） 近代実測図

史料名 所蔵 製作年代

概要

大正８年実測図面 宮内公文書館 大正８年４月

「名古屋離宮 西北櫓小天守平面図」 縮尺１/１００。和紙に墨入れ。

左図下段：小天守地階平面図、左図上段：小天守初層平面図、二階平面図
右図下段：西北櫓初層平面図、右図中段：西北櫓二層平面図、右図上段：西北櫓二層平面図

図(資）-4.5.77  「名古屋離宮 西北櫓 小天守平面図」

資料4-105



特 別 史 跡 名 古 屋 城 木 造 天 守 閣 整 備 基 本 計 画

資料編 第４章 復元の根拠資料 （5） 近代実測図

史料名 所蔵 製作年代

概要

大正８年実測図面

「名古屋離宮天守閣平面図」。縮尺1/200。紙本墨入れ、淡彩。

左図上段：初層平面図 中図上段：三層平面図 右図上段：五層平面図
左図下段：地階平面図 中図下段：二層平面図 右図下段：四層平面図

宮内公文書館 大正８年４月

図(資）-4.5.78  「名古屋離宮 天守閣平面図」

資料4-106



特 別 史 跡 名 古 屋 城 木 造 天 守 閣 整 備 基 本 計 画

資料編 第４章 復元の根拠資料 （5） 近代実測図

史料名 所蔵 製作年代

概要

図(資)-4.5.79  「名古屋離宮 各隅櫓 小天守閣 各渡櫓門 平面図」

大正８年実測図面

「名古屋離宮 各隅櫓 小天守閣 各渡櫓門 平面図」。縮尺1/200。紙本墨入れ、淡彩。

左図上段：表一之門各階平面図 中図上段：小天守閣貳層平面図 右図左上段三図：西南櫓各階平面図 右図右上段三図：東北櫓各階平面図
左図中段：東一之門各階平面図 中図中段：小天守閣初層平面図
左図下段：正門 各階平面図 中図下段：小天守閣地階平面図 右図左下段三図：西北櫓各階平面図 右図右下段三図：東南櫓各階平面図

宮内公文書館 大正８年４月

資料4-107



特 別 史 跡 名 古 屋 城 木 造 天 守 閣 整 備 基 本 計 画

資料編 第４章 復元の根拠資料 （5） 近代実測図

史料名 所蔵 製作年代

概要

大正８年実測図面

「名古屋離宮天守閣平面図」。縮尺1/200。和紙。

大天守各階の面積算定根拠図と考えられる。

宮内公文書館 大正８年４月

図(資）-4.5.80  「名古屋離宮 天守閣平面図」

資料4-108



特 別 史 跡 名 古 屋 城 木 造 天 守 閣 整 備 基 本 計 画

資料編 第４章 復元の根拠資料 （5） 近代実測図

史料名 所蔵 製作年代

概要

大正８年実測図面

「名古屋離宮 各隅櫓 小天守閣 各渡櫓平面図」。縮尺1/200。和紙。

各隅櫓、小天守閣、各渡櫓門の面積算定根拠図と考えられる。

宮内公文書館 大正８年４月

図(資）-4.5.81  「名古屋離宮 各隅櫓 小天守閣 各渡櫓門 平面図」

資料4-109



特 別 史 跡 名 古 屋 城 木 造 天 守 閣 整 備 基 本 計 画

資料編 第４章 復元の根拠資料 （７） 古絵図

（７）古絵図

番号

寺町家本 作事方本

伊藤家
（原本）

鶴舞
図書館
（写本）

旧陸軍
築城部
（原本）

名古屋城総合事務所
（写本）

宮内庁
書陵部
（写本）

蓬左
文庫

（原本）旧主殿寮 旧内匠寮

1 御天守各層間取之図 ○ ○

2 御天守平地割図 ○ ○

3 御天守地割 ○

4 御天守妻地割 ○ ○

5 御天守御修復仕様平之方ヨリ見渡之図 ○ ○ ○ ○

6 御天守御修復仕様妻之方ヨリ見渡之図 ○ ○ ○ ○

7 最初改御天守初重本側御柱水積指図 ○ ○

8 中途改御天守初重惣御柱水積指図 ○ ○

9 御天守水積墨引 有来姿 ○ ○

10 御天守水積墨引 概水 ○ ○

11 御天守水積墨引 出来方 ○ ○

12 御天守起方墨引 ○ ○

13 銅葺野地之図 ○ ○ ○

14 御天守御石垣取解築方起指図 ○ ○ ○ ○

15 御天守御堀内遣方井楼之図 ○ ○ ○

16 遣方勾配寸尺之図 ○ ○ ○

17 御石垣屋り形図 ○ ○

18 遣方西方 ○ ○ ○

19 遣方北方 ○ ○ ○

20 御深井丸内諸御役人詰所御作事本〆所諸番所取建方指図 ○ ○ ○ ○

21 御天守御修復取掛かりより惣出来迄仕様之大法 ○ ○

22 御天守御修復留 ○

23 御天守上見通絵図 ○

24 御天守五重目見通地名方角 ○

25 御天守五重目見通地名方角墨引（8枚) ○ ○ ○

26 御天守五重目見通地名方角付録 ○

(ア) 宝暦大修理関連史料

宝暦2年（1752）～同5年（1755）に名古屋城天守の大修理が行われ、それに伴い各種の史料・図面が作成された。こ

れについては麓和善・加藤由香「名古屋城大天守宝暦大修理に関する史料と修理計画について｣（『日本建築学会計画

系論文集 第74巻 第638号』pp.937-943 2009年4月）で史料の伝来と転写関係、史料に記された工事内容や過程、仕

様が詳細に分析されている。

出典：麓和善・加藤由香「名古屋城大天守宝暦大修理に関する史料と修理計画について」
（『日本建築学会計画系論文集 第74巻 第638号』pp.937-943 2009年4月）

表(資）-4.7.1 名古屋城大天守宝暦大修理関係史料

これらの史料を、その内容から分けると

• 史料1～4 ：平面図、立面図、断面図⇒いわゆる一般図

• 史料5～12 ：大天守上げお越しのための施工図

• 史料13 ：大天守銅板葺きの施工図

• 史料14～19 ：石垣修理のための施工図

• 史料20 ：工事全体の仮設物配置図

• 史料21 ：工事全体の仕様書

• 史料22 ：工事着手時における工事関係者への指示事項をまとめた日誌

• 史料23～26 ：工事に合わせて作成した名古屋城から周囲360度を遠望した見通図

としている。(麓 和善 講演｢名古屋城天守宝暦大修理について｣文化財石垣保存技術協会 研修資料 第1集)

これにより築城時から変わった部分、全体の仕様、石垣修理の範囲と工法など工事内容全般が詳細にわかると同時に、

焼失前の史料と照らし合わせて分析することで、宝暦大修理以降、焼失前まで天守はその姿を変えていないことがわかる。

これらの史料の内、天守建屋に関連する古絵図を次頁以降に掲載する。
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特 別 史 跡 名 古 屋 城 木 造 天 守 閣 整 備 基 本 計 画

資料編 第４章 復元の根拠資料 （７） 古絵図

史料名 製作年代 所蔵

概要

御天守各層間取之図 宝暦5年（1755）原本成立 明治写 名古屋市鶴舞中央図書

宝暦2年（1752）～同5年（1755）に名古屋城天守の大修理が行われ、それに伴い各種の史料・図面が作成された。これについては麓和善・加藤由香「名古屋城大天守宝暦大修理に関する史料と修理計画について｣（『日本建築学会計画系論

文集 第74巻 第638号』pp.937-943 2009年4月）で史料の伝来と転写関係、史料に記された工事内容や過程、仕様が詳細に分析されている。

「御天守各層間取之図」は大天守の各階平面図で、回ごとに、柱（側柱、入側柱、隅柱を区別）の太さの他、敷居、鴨居、長押の見附寸法、鴨居の内法高さ、釘隠の寸法など主要な見え掛り部材寸法の他、間仕切部に「戸」「かうし戸」「ハメ」と

建具と間仕切板壁の種別が記載されている。また、地階（絵図の「御蔵之間」）から２階（絵図では「二重目」）では朱丸印が記されている柱があり、地階では「朱丸付初重 通ル柱」１階では「朱丸付二重 通ル柱」と注釈が付けれれ、通し柱の存

在が示されている。これは大規模な解体修理を行ったからこそわかる情報であり、昭和実食図、古写真との照らし合わせによる分析により、この朱丸印がつけられた柱が通し柱であることが確認でき、この絵図の信頼性の高さが示された。

図(資）-4.7.1 「御天守各層間取之図」

①

②

③

④

⑤

①拡大②拡大
柱の朱丸印と通し柱の注記、建具及び間仕切板壁の種別

④拡大：地階主要部材寸法 ③拡大：口御門主要部材寸法

⑤拡大：１階主要部材寸法
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特 別 史 跡 名 古 屋 城 木 造 天 守 閣 整 備 基 本 計 画

資料編 第４章 復元の根拠資料 （７） 古絵図

史料名 史料名 史料名

製作年代 製作年代 製作年代

所蔵 所蔵 所蔵

概要 概要 概要

御天守平地割図

宝暦5年原本成立 明治写

名古屋市鶴舞中央図書

御天守地割 御天守妻地割

宝暦5年原本成立 明治写

名古屋市鶴舞中央図書

宝暦5年原本成立 明治写

名古屋市鶴舞中央図書

大天守の平側（東西面）の断面図。屋根部分など一部立面も示している。破風

は原本では貼紙に書き込まれているが、下図（名古屋市鶴舞中央図書館所蔵）

は断面図に赤線で重ね書きされている。天守についての寸法、仕様等の文字

情報は記されていないが、左下に伝来情報が朱書きで記されている。

大天守の南側の妻側からみた断面図。寸法としては各階床の板敷

から上階根太上端まで（5階は床の板敷から天天井まで）の高さ、各

重の外壁から茅負までの寸法、本丸内苑側の石垣高さが記されてい

る。また５階外壁に長押が２段あることも記されている。

大天守の南側の妻側からみた断面図。原本では詳細に破風を描い

た紙が断面図に重ねて貼られているが下図写本（名古屋市鶴舞中

央図書館所蔵）では朱色点線で基本的な外形線が断面図に重ねて

書かれ、破風の姿図は天守の両側に、それぞれの破風ごとに描か

れている。寸法、仕様等の文字情報は記されていない。

図(資）-4.7.2 「御天守平地割図」 図(資）-4.7.3 「御天守地割」 図(資）-4.7.4 「御天守妻地割」

①

②

③

④

⑤

⑥

①拡大：伝来 ②拡大:断面図に朱書きで重ね書きされている破風姿図 ③拡大:３階高さ寸法 ④拡大:５階高さ寸法 ⑤拡大:外壁から茅負までの寸法 ⑥拡大:断面図に朱色点線で重ね書きされた破風外形線
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特 別 史 跡 名 古 屋 城 木 造 天 守 閣 整 備 基 本 計 画

資料編 第４章 復元の根拠資料 （７） 古絵図

史料名 製作年代 所蔵

概要

宝暦5年（1755）原本成立 明治写 名古屋城総合事務所御天守御修復仕様妻之方より見渡之図

宝暦大修理の目的は、西北方向に傾いた大天守を起こすことであり、そのためには天守台石垣自体を積み直す必要があった。まず、石垣に荷重がかかっていた大天守１階、２階の入側はじめ天守の一部を解体し、石垣への負荷を減らしたうえ

で、てこの原理を用いて傾いた柱を起こしている。一方で西北部の石垣を一度はずし、勾配を決め積み直している。

この古絵図では、この修復過程を天守北側の妻側から見て示している。西側（古絵図上では右側）の堀に長さ24間幅4間という大桟橋を渡している。東側（古絵図上では左側）には「大五六」という巨大な巻き上げ装置を作って大天守の柱と結び

付け、天守が西側に傾くことを防いでいる。

図-4.7.5 「御天守御修復仕様妻之方より見渡之図」

③ ② ①④⑤

⑥⑦

 

 

⑧

貼り紙をめくった状態
□
部
翻
刻
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特 別 史 跡 名 古 屋 城 木 造 天 守 閣 整 備 基 本 計 画

資料編 第４章 復元の根拠資料 （７） 古絵図

史料名 製作年代 所蔵

概要

御天守御修復仕様平之方より見渡之図 宝暦5年（1755）原本成立 明治写 名古屋城総合事務所

図（資）-4.7.6 「御天守御修復仕様平之方より見渡之図」

①

②

③

④

⑤⑥⑦

⑧

 

 

宝暦大修理の修理方法を大天守西側の平側から見て示している図。古絵図上の右側が南となる。大天守北側の堀の中に足場を組み、大天守内の地階にも足場を組んでいる。古絵図上の右側にある巨大な糸巻のような装置が「大五六」である。

貼り紙をめくった状態

□
部
翻
刻
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特 別 史 跡 名 古 屋 城 木 造 天 守 閣 整 備 基 本 計 画

資料編 第４章 復元の根拠資料 （７） 古絵図

史料名 製作年代 所蔵

概要

御天守御石垣取解築方起指図 名古屋城総合事務所宝暦5年（1755）原本成立 明治写

大天守の傾きを是正するためには、石垣の積み直しという抜本的な修理が必要であった。宝暦２年（1752）から宝暦３年（1753）にかけて大天守柱の引き起こしが行われ、宝暦３年（1753）から宝暦４年（1754）にかけて天守台石垣の一部解体と積

み直しが行われている。大天守が建っている状態での石垣解体、積み直しであったため、１ヶ所を解体し積み直しては、次の部分に取り掛かるという工程で行われている。この史料は石垣の解体、積み直しを行う部分の形に切り取った紙と文字に

より、石垣の解体と積み直しの工程を詳述するものである。

図(資）-4.7.7 「御天守御石垣取解築方起指図」 御天守御石垣取解築方起指図を全て立て起こした状態

①

②

②
③④

①

③④

□
部
翻
刻
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特 別 史 跡 名 古 屋 城 木 造 天 守 閣 整 備 基 本 計 画

資料編 第４章 復元の根拠資料 （７） 古絵図

史料名 製作年代 所蔵

概要

銅葺野地之図 名古屋城総合事務所宝暦5年（1755）原本成立 明治写

大天守の屋根は慶長築城時には初重から４重までが土瓦葺で５重のみが銅瓦葺であったが、宝暦大修理で天守の総重量低減のために、２重から４重も銅瓦に葺き替えられた。この古絵図は、修理前の屋根断面図の上に貼紙をし、銅瓦葺の屋

根断面を示している。銅瓦葺にすることで土瓦葺より屋根断面を薄くできるが、基本的には土瓦葺の屋根外形線を維持するために下地で調整していることがわかる。また、改修前の土居葺や熨斗（野地）板を撤去し、新たな野地板を２重に打って

いることがわかる。この野地板は宝暦大修理関連の文献史料『仕様之大法』により、撤去した野地板を転用して最初に打ち、その上に新たに桧の野地板を打ったことが確認できている。

貼紙を被せた状態。改修後の銅瓦葺での屋根断面を示している

貼紙をめくった状態。改修前の土瓦葺での屋根断面を示している

①拡大 ②拡大

③拡大 ④拡大

①

②

③

④

図-4.7.8 「銅葺野地之図」
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特 別 史 跡 名 古 屋 城 木 造 天 守 閣 整 備 基 本 計 画

資料編 第４章 復元の根拠資料 （７） 古絵図

史料名 製作年代 所蔵

概要

文化7年（1810）11月に天守の畳の枚数を天守鍵奉行の天野清右衛門・須賀井重郎右衛門と糒役の太田武左衛門・浅井彦四郎・野■重兵衛・加藤幸之進が御城代大道寺玄蕃・中條多膳に報告したもの。一階から五階までで計1762

畳必要だが、うち936枚分が不足としている。本資料での報告を受けて作成されたとみられる文化8年の書類が『金城温古録』「御天守編之三 御天守部」の「御天守敷畳之事」に引用されており、それによれば「武者走御畳揚置候儀、

御先代伺済之事に而、五重共、御入国に付敷入候には及間敷候」との事。藩主の御成りに際して天守の一階から五階までの武者走りに畳を敷く必要は無いとの方針は、既に先代（9代藩主宗睦(むねちか）の時に確認済みであるとさ

れた。（なお同書には畳の枚数を書き上げた「古人の覚書」が引用されているが、そこでの畳枚数は本資料での数字とは微妙に異なる。）

表紙には「文化七年庚午十一月 御天守御畳員數圖」と書いてある。明治23年（1890）1月に内匠寮技手木子清敬の指示により、『金城録』と共に写された写本。

原本文化７年（1810）成立 明治２３年（1890）写し御天守御畳員数圖 宮内公文書館

(イ) 文化７年（1810）史料

図(資）-4.7.9 「御天守御畳員数圖」

左頁：１階平面図と各室の畳数

左頁：2階平面図と各室の畳数、右頁：1階の畳数

左頁：3階平面図と各室の畳数、右頁：2階の畳数

左頁：4階平面図と各室の畳数、右頁：3階の畳数

左頁：5階平面図と各室の畳数、右頁：4階の畳数

左頁：報告者名、右頁：5階の畳数

右頁：報告者名、日付

表紙

・ 右頁に２階の入側と武者走りの畳数、２階から３階への階段踊場の畳数、畳数総合計と不足している畳数が記されている
・ 左頁に３階の平面図と各室の畳数が記されいる
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特 別 史 跡 名 古 屋 城 木 造 天 守 閣 整 備 基 本 計 画

資料編 第４章 復元の根拠資料 （７） 古絵図

史料名 製作年代 史料名 製作年代

所蔵 所蔵

概要概要

作者・作成年代不明の小天守の各階平面スケッチ。一階（図の「二重」）に「柱太サ九寸五分」、二階（図の「上重」）
に「柱太サ八寸」、地階（図の「初重」）に「九寸五分位カ」との書き込みがある。昭和実測図では小天守柱径は「小
天守西出入口及窓廻詳細図」にしか現れないが、そこには一階柱巾は九寸参分、二階柱巾は七寸九分とあり、こ
の図面の数値とほぼ同じである。

木子文庫図面

東京都立中央図書館 木子文庫

不明

④ ③

①

①拡大 羽目板壁（「ハメ」）と建具の区別

②

④拡大「小天守二重柱太サ九寸五分」

左：②拡大「小天守初重九寸五分位カ」

右：③拡大「小天守柱太サ八寸」

左図 「小天守二重」 右図 「小天守 上ノ重」

「小天守初重」

図(資）-4.7.10 木子文庫図面

(ウ) 木子文庫図面
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特 別 史 跡 名 古 屋 城 木 造 天 守 閣 整 備 基 本 計 画

資料編 第４章 復元の根拠資料 （８） 文献史料

（ア） 宝暦大修理関連史料の概要

宝暦2年（1752）～同5年（1755）に名古屋城天守の大修理が行われ、それに伴い各種の絵図、文献史料が作成されて

おり、麓和善・加藤由香「名古屋城大天守宝暦大修理に関する史料と修理計画について」（『日本建築学会計画系論文

集 第74巻 第638号』pp.937-943 2009年4月）で、宝暦大修理関連史料の検討により、修理工事の内容が詳細に分析

されており、また、各史料の伝来、転写関係についても明らかにされている。

宝暦大修理関連史料の大半は絵図史料であり、修理工事の内容が視覚的に表されている。こうした絵図史料は、作

成目的についての情報がほとんどなく、絵図史料単独では内容の理解が及ばないことも多いが、下記に示す文献史料、

特に宝暦大修理の全体像が詳細に文章化されている『御天守御修復取掛りより惣出来迄仕様之大法』の記述と照らし合

わせることで、絵図史料に表された内容を理解することが可能となり、宝暦大修理の範囲、工法、手順、仕様を具体的に

把握することができる。

■ 『御天守御修復取掛りより惣出来迄仕様之大法』

宝暦大修理完了後の宝暦５年（1755）２月に、尾張藩の作事奉行と普請奉行がまとめた宝暦大修理全体の詳細な

仕様書。史料の作成意図、時期が明確であり、修理工事過程が詳細に記録されているため、宝暦大修理を知る際の

最重要史料であるといえる。

現在、原本を確認することはできないが、近代に宮内省により作成された写本が２冊確認でき、昭和５年（1930）に

名古屋離宮の宮内省から名古屋市への移管にあわせて名古屋城の所蔵となったもの（以下、名古屋城本）と、宮内

庁宮内公文書館に所蔵されているもの（以下、宮内公文書館本）がある。この２冊の伝来過程の検討により宮内公文

書館本を筆写したものが名古屋城本であることがわかっており、また宮内公文書館本の筆写元である愛知県土木課

所蔵のものが所在不明であるため、現在確認できるものの中では宮内公文書館本がもっとも成立が早いものである。

頁〇〇より、全文翻刻を掲載する。

■ 『国秘録 御天守御修復 中』

宝暦大修理の報告書的な内容。徳川林政史研究所に所蔵されており、城戸久「名古屋城天守寶暦大修理考」

（『建築学会論文集』第22号 1931年9月）で初めて紹介された。

この中に含まれている「御天守御修復之次第并御用懸之輩姓名掛札之留」は宝暦大修理後、天守穴蔵内に掲げ

られた修理銘板を写したものであり宝暦大修理の工程や工法および工事関係者が記されている。史料末尾の年記か

ら、銘板は宝暦５年（1755）２月に作事奉行と普請奉行の連名で作成されたことがわかる。この銘板は現存しないため、

失われた銘板の内容を伝える唯一の史料である。

■ 『御天守御修復留』

尾張藩の作事奉行や普請奉行が、宝暦大修理の際に諸役人に出した達書を記録したもので、宝暦2年（1752）

のみ記録が残存している。名古屋市蓬左文庫所蔵。

図(資）-4.8.1 『御天守御修復取掛りより惣出来迄仕様之大法』 (名古屋城総合事務所 蔵)

（８）文献史料

（イ） 名古屋城関連編纂史料の概要

名古屋城に特化した編纂史料として下記の3点を確認した。何れも名古屋城の歴史に関する基本文献である。また

関連史料として『熱田之記』を確認した。

• 『蓬左遷府記稿（ほうさせんぷきこう）』

• 『金城温古録（きんじょうおんころく）』

• 『金城録』

• 『熱田之記』

■ 『蓬左遷府記稿』（著者：加藤品房、編纂時期：1817年）

名古屋城築城に関する史料集成。文化14年（1817）成立。各種史料を引用し、それぞれの最後にその出典と、引

用したのが全文なのか略文なのかが朱字で明記されている。

天保9年（1838）に奥村得義が写した写本が蓬左文庫にあり、1994年に名古屋市西図書館がその複製を作成して

いる。また蓬左文庫本を底本とした明治42年（1909）の写本が鶴舞図書館にある。大正15年（1926）に長江珉谿が写し

た写本が名古屋城総合事務所にある。。

天守の関する記述は、本書所収の「名古屋御天守間数」、「名古屋御城御本丸御天守御用材木」の2史料がある。

■ 『金城温古録（きんじょうおんころく）』（著者：奥村得義（かつよし）・定（さだめ）、編纂時期：1821～1909年）

名古屋城に関する史料の収集はすでに江戸時代から始められている。それらの集大成となったのが『金城温古録』

で、これが復元のための第三の根本史料である。本書は奥村得義（1793～1862）とその養子・定（1836～1918）が編集

した１０編６４巻の名古屋城に関する百科事典的な基本文献で、全巻の完成は明治３５年（1902）である。

尾張藩の掃除中間頭であった奥村得義は文政４年（1821）、「名古屋城古義」として名古屋城の記録をまとめるよう

藩命を受け、その後没するまで記し続けた。

安政５年（1858）、得義は前半部の下書きを終え、万延元年（1860）に四編三十一冊の清書本を藩に献上した。現

在、草稿本、得義在世時の清書本、得義没後の養子･定による清書本が、名古屋市蓬左文庫、公益財団法人東洋文

庫、名古屋市鶴舞中央図書館などに分蔵され、写本が宮内庁、名古屋城総合事務所に所蔵されている。

その内容は、「凡例編」1～7巻において、城郭一般に関する用語の語源他を解説、次に「御天守編」九～十五巻、

「御本丸編」十六～二十三巻、「御深井丸編」二十四～三十一巻、「二丸編」三十二～三十七巻、「御城編」三十八～

四十五巻、「御城編御秩」四十六～四十九巻、「三之丸編」五十八～六十一巻、「拾遺編」六十二～六十四巻におい

て、各郭の面積や天守の高さから掃除の回数、鍵の掛け方など多義にわたる現

状の記述やその沿革を考証、得義による建物の実測、記録に古老知己からの聞

き取りも交え、絵図を入れながら詳細に記録している。これにより江戸時代後期の

名古屋城の姿を確認することができる。

天守については1冊にかなり詳細な記述がなされている。現在の研究からみる

と、誤っている記述もみられるが、当時の状態を示す重要な史料であることにかわ

りはない。

（ア）（イ）で示した文献史料の内、『御天守御修復取掛りより惣出来迄仕様之大

法』については全文翻刻を、 『金城温古録』については天守に関する内容を整

理した一部を、本章の最後に掲載する。
図(資）-4.8.2 『金城温古録』

（名古屋市蓬左文庫 蔵）
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図(資）-4.8.4 『熱田之記』表紙、153丁表
（名古屋市鶴舞中央図書館 蔵）

■ 『金城録』（著者：真田彦太、編纂時期：1885年）

愛知県令国貞直人の依頼により作成された、『金城温古録』前半４編31冊の抜粋本。明治18年（1885）成立。徳川

家に献納された『金城温古録』31冊が明治維新後に愛知県に接収され、この間に真田彦太が県から委嘱されて抄出

本『金城録』を作った。

その後明治26年（1893）から昭和5年の名古屋離宮時代に城を管理していた宮内省内匠寮が、恐らく大正期に写

本を作成している。この内匠寮本は、他に主殿寮伝来の『金城温古録』一箱、「金城温古録 付録 名古屋城天守閣

図面」と共に昭和5年に名古屋市に下賜され、現在名古屋城総合事務所所蔵。

また明治23年（1890）１月に内匠寮技手の木子清敬（きこ きよよし）が作成した『金城録』および天守関係図面の写

本一式が宮内庁書陵部に伝わり、現在は宮内公文書館にある。

今回は鶴舞図書館本（別0A2-91）を利用した。

■ 『熱田之記』（鶴舞図書館 市5-5）（編者：不明、編纂時期：不明）

本書は熱田神宮およびその周辺に関する地誌で、著者・成立年代は不明。鶴舞図書館本（市5-5）は、巻末の書き

込みによれば、名古屋市長塀町の首藤氏所蔵の自筆本を明治43年（1910）に奥村定が筆写したものである。

前半では熱田神宮および神宮周辺の寺院などについて、その縁起、境内の建物、什宝、神祭などをまとめている。

古老からの聞き取りや金石文の他、各種史料を引用している。引用書目は『扶桑略記』『塩尻』『熱田縁起』『熱田神社

問答雑録』『渓嵐拾葉集』『尾陽雑記』『熱田風土記』『神事略記』『張州志略』『続日本紀』『先代旧事本紀』『鎌倉実

記』など多岐に及ぶ。

後半では小止与命（おとよのみこと）から尾張浜主（おわりはまぬし）までの尾張氏の人々、続いて熱田神宮に関わ

る歴史上の人物を紹介し、そして「熱田所住地士」と題して当代の熱田の人士を紹介している。そこで挙げられたのが

加藤氏一族、加藤喜左衛門家、江崎清左衛門家、岡部又衛門家、森田八郎右衛門の諸家で、その中の岡部又衛門

に関する記述の中で「尾州名護屋御殿守御材木」という文書が筆録されている。

これは『蓬左遷府記稿』所収の「名古屋御城御本丸御天守御用材木」とほぼ同内容の史料で、この二つの史料が

名古屋城天守の用材の材種に関する最も重要な史料である。

なお『熱田之記』にこの文書が収録されている事は既に『名古屋城史』第三章（城戸久執筆）（名古屋市 昭和34

年）で指摘されている。また鶴舞図書館の市史編纂史料には同題の『熱田之記』（市13-7）という別の写本もあり、これ

も首藤氏所蔵本を明治43年に筆写したものである。

■ 『金城温古録』及び『金城録』の諸本の相関関係

『金城温古録』および『金城録』の諸本の相関関係をまとめると下記の様になる。このうち、今回確認したのは鶴舞図

書館本『金城録』と活字本『金城温古録』の2本である。前者は明治18年（1885）に『金城温古録』清書本から抄録され

たものであり、後者は明治42年（1909）作成の校定本の翻刻である。つまり下記の系統図で見ると、両者は比較的離

れた位置にある。その両者の「御天守編」の本文を比較すると、『金城録』には「五重」の項に「御天井又一様に黒塗

縁」の記述が無い他は、字句の異同は見られなかった。従って「御天守編」に関する限り、諸本の字句の異同は少な

いものと思われる。

（ウ）宝暦大修理以前の修理関連史料の概要

■『御天守ニ有之候看板之写』 （名古屋城総合事務所 蔵）

■『国秘録 御天守御修復 上』 (徳川林政史研究所 蔵)

『御天守ニ有之候看板之写』は、大天守内に掛けてあった「看板之控」を奥村得義が弘化3年（1846）に写した

もので、寛文9年（1669）から元文5年（1740）までの大天守修理内容が記されている。

これによると大天守は寛文9年（1669）から元文５年（1740）までの間に、計１３度の修理工事が行われており、

宝永６年（1709）を除いて、屋根・壁、破風などの細部修理が中心であったことがわかる。

同じ内容が『国秘録 御天守御修復 上』に記されている。奥村得義が『金城温古録』の編纂に際して集めた尾

張藩に関する秘書をまとめて『国秘録』と命名しており、その中に収録された『国秘録 御天守御修復』は全３巻

に及ぶ。その内の一冊が『国秘録 御天守御修復 上』であり、本書は昭和17年（1942）11月発表の城戸久「名古

屋城既往の修理について」（『名古屋高等工業学校学術報告第8号』）で紹介された。

これら文献史料の原本である銘板は『金城温古録』「御天守編之二」の「井戸の間」の項で、「御脩復目録板

額」として紹介されており、幕末の時点では地階井戸の間にあったことがわかる。

しかし城戸博士前掲論文には「これ等の銘札は恐らく維新前後の頃か取拂はれ散失し、現在に於ては全く見

るを得なくなつてゐる」とあり、戦前の時点では失われていたと考えられる。

図(資）-4.8.5 『金城温古録』『金城録』相関図

図(資）-4.8.3 『蓬左遷府記稿』表紙
（名古屋市鶴舞中央図書館 蔵）
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（エ） 編纂史料の概要

編纂史料については下記の3点を確認した。何れも尾張藩の事蹟を知る上での基本文献である。3点とも『名古屋

叢書』に翻刻されており、その活字本を利用した。

• 『編年大略』

• 『尾藩世記』

• 『三世紀事略』

■ 『編年大略』 （編者：不明、編纂時期：不明）

『編年大略』は尾張藩の編年略史で、慶長5年（1600）の初代藩主徳川義直の誕生から9代藩主宗睦中期の明和8

年（1771）までを記す。編者、編纂時期および編纂の事情は不明。『名古屋叢書第四巻 記録編（一）』（名古屋市教

育委員会 1962年）に翻刻されている。

本書には大きく三種類の本がある。第一は慶長5年（1600）の初代藩主徳川義直の誕生に起筆し慶安3年（1650）の

その死で擱筆している物。第二はそれに元禄13年（1700）の2代光友の死に至るまでを加筆した物。第三は更に9代宗

睦の中期明和8年（1771）までを追記した物。このように三種の本がある事は、三次に亘って編纂がなされた事を意味

するものと考えられる。『名古屋叢書』では第三種に属する水野正信による筆写本を底本として翻刻している。水野本

は元・亨・利・貞の4冊から成り、うち元・亨・利の3冊が正編、貞の一冊は付録で、翻刻では貞は削除している。

天守に関する記述は慶長14年の2ヶ所、宝暦2年の2ヶ所を含め計15ヶ所にある。多くは藩主の御成りに関する記述

で、特に宝暦7年（1757）5月10日には城下の浸水状況を見るために天守に登っている。

宝永7年（1710）3月には「御天守并櫓御多門御修復之事当春より御在府之年五ケ年之間順々被仰付度御達相済

三月初より御作事初る」とあり、この年から5ヶ年計画で天守・櫓・多門の修理をやる予定だった事がわかる。宝永4年

（1707）に宝永の大地震が起きており、『国秘録 御天守御修復』によれば宝永6年（1709）に天守の修理がなされてい

る。恐らくは宝永地震の災害復旧修理であり、この天守の修理に続けて櫓や多門の修理5ヶ年計画が立案されたよう

である。

実際に東南隅櫓には宝永7年の修理銘板があり、また宝永7年の隅木墨書、宝永7年のヘラ書きがある軒丸瓦・鳥

衾があった。『重要文化財名古屋城東南隅櫓修理工事報告書』（1953年）、浅野弘子「名古屋城所蔵の記年銘瓦に

ついて」（『名古屋市博物館研究紀要第25巻』2002年3月）参照。

なお、修理する旨の「御達」が済んだので3月から修理を開始した、と述べているが、この「御達」は武家諸法度に規

定されている幕府に対する修理伺いの事だと思われる。

■ 『尾藩世記』 （編者：阿部直輔、編纂時期：1874～75年頃）

『尾藩世記』は初代藩主徳川義直生誕の慶長5年（1600）11月に筆を起こし、名古屋藩の職制改正、禄制改革のな

された明治2年（1869）11月までを記した史書で、尾張藩の通史として唯一のものである。著者の阿部直輔（1838～98）

は尾張藩士。明治4年には名古屋県権少属となるが、明治5年頃岐阜県官員となり、明治12年には武儀郡長となる。

以降、恵那郡長、厚見各務方県郡長、山県郡長を歴任した。本書成立は岐阜県官吏時代の明治7年（1874）～8年頃

と推定される。

本書には鶴舞図書館本、蓬左文庫本、徳川林政史研究所本の三種の本がある。鶴舞本は明治44年に、著者阿部

直輔の遺族所有の原本から写したもの。後者二種はその鶴舞本から写したものである。従って鶴舞本が最も原本に近

い。原本はその後所在不明。

以上は林薫一「『尾藩世記』について」（『名古屋叢書三編第三巻 尾藩世記 下』名古屋市教育委員会 昭和62年

3月31日）による。

天守に関しては基本的には『編年大略』と同様の記述がなされているが、『編年大略』に見られない記事もある。

元禄8年（1695）1月26日の御成りについては『編年大略』『鸚鵡籠中記』にも記述があるが、これに対し「本城天守、

修繕成る。公、登臨して、之を覧る。」として、修理の完了を視察したとするのは上記2冊には見られない記述である。

また天守の使い方に関しては慶安4年（1651）12月21日に家康から拝領した衣類129点を天守上階に納めたとの記

述がある。『金城温古録』「小天守部」によれば小天守二階に「神祖御料を始奉り、御家御代々様御着背悉くこれを納

させ給ふ」との事で、幕末の時点では大天守ではなく小天守に尾張家に伝わる衣装が保管されていた。（更に文化8

年（1811）からは具足も置くことになり、それに合わせて新たに既存の畳18枚、新規の畳22枚の計40畳が小天守に敷

かれる事となったという。この40畳は、小天守二階のうち入側を除いた部分の面積に相当する。）

また正徳5年（1715）8月2日に小天守内から「緞子幕等五張」が盗まれたとの記述も興味深い。この「緞子幕等」も使

用されていたと言うよりは小天守内に保管されていたものと思われる。

元禄13年（1700）11月28日には2代藩主徳川光友（1625～1700）の六七法要に際して遺言が天守台に納められたと

の記述がある。これについては『金城温古録』「御天守部」に、大天守五階の「一之御間」にある「小御半櫃」にこれが

納められているのではないかとの考証がある。

■ 『三世紀事略』（編者：不明、編纂時期：1884年頃）

尾張藩最後の三代の藩主、徳川慶勝（よしかつ）、茂徳（もちなが）、義宜（よしのり）についての事績を編纂したもの。

明治5年（1872）に太政官に歴史課地誌課の両課が設置されて修史の事業が進められ、その一環として当時の各公

家・大名などに記録や参考史料の提出が求められた。尾張藩でも明治7年6月に歴代藩主の履歴をまとめた書類を提

出したのだが、それには誤謬脱漏が多かった。そのため改めて明治維新期の藩主慶勝の事績をまとめ、それに茂徳、

義宜の時代も加えて本書が編纂された。本書の最後の記事が明治17年（1884）なので、その頃の成立と考えられる。

『名古屋叢書第五巻 記録編（二）』（名古屋市教育委員会 1962年）に翻刻されている。

天守に関する記述は、明治3年12月の金鯱献納についての記述の1ヶ所のみ。
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（オ） 随筆・日記類の概要

随筆・日記類については下記の4点を確認した。何れも名古屋城下の日常生活を知る上で代表的な作品である。4

点とも『名古屋叢書』に翻刻されており、その活字本を利用した。

• 『正事記』

• 『鸚鵡籠中記（おうむろうちゅうき）』

• 『金明録』

• 『感興漫筆』

■ 『正事記』 （著者：津田房勝、執筆時期：1637～1661年）

著者の津田房勝（1629～1701）は尾張藩士。本書は巻一～巻三および拾遺の計4巻から成る随筆で、巻一は寛永

14年（1637）の出来事から始まり、以下時系列に周囲の出来事を記している。巻三の最後は万治4年（1661）、拾遺冒

頭には正保4年（1647）との記述がある。『名古屋叢書第二十三巻 随筆編（六）』（名古屋市教育委員会 1964年）に

翻刻されている。

天守については万治3年（1660）9月20日に、大風で名古屋城天守の漆喰が剥落したとの記述がある。また「御成御

門」及び二ノ丸の塀が倒壊した。大風と大潮が重なったため城下では堀川町に水があがり、白鳥貯木場（現、名古屋

市熱田区）にあった材木も多数流出してしまった。

『愛知県災害誌』によれば寛文9年（1669）に地震があり、『御天守御修復』によれば同年に大天守の壁の塗り替え

がなされ、この時は下地から取り替えている。万治3年の漆喰剥落後に応急処置がされたのか、9年間放置されたのか

は不明。しかし万治3年の時点である程度漆喰の劣化が進んでいたものと思われる。

■ 『鸚鵡籠中記（おうむろうちゅうき）』（著者：朝日重章、執筆時期：1691～1718年）

著者の朝日重章（1674～1718）は尾張藩士。本書は元禄4年（1691）6月から享保2年（1718）12月までの26年8ヶ月

の日記で、日々の記録や身辺雑記、事件や噂話などが記されている。『名古屋叢書続編 第九巻』～『同第十二巻』

（名古屋市教育委員会 1965年～1969年）に翻刻されている。

天守については下記の3ヶ所に記述があった。

元禄8年（1695）1月26日に3代藩主徳川綱誠（つななり）が天守に登っている。この時の御成りについては『編年大

略』『尾藩世記』にも記述がある。

翌元禄9年（1696）7月8日には朝日重章自身が初めて天守に登った。漢文でその感想を書いている。

元禄12年（1699）8月5日には天守の二重の天井から「鴿矢」が出てきた。「昔しよりの」物とみられ、当時の人々に

とっては既に何故ここにあるのか分からなくなっていた。大天守の二階には天井が無いので、ここで言っているのは小

天守二階の天井であろうか。

■ 『金明録』 （著者：阿高力種信、執筆時期：1772～1784年、1801～1821年）

高力種信（1756～1831）は尾張藩士で、猿猴庵と号する浮世絵師でもあった。本書は一般には「猿猴庵日記」と呼

ばれる種信の日記。名古屋城下とその周辺の出来事を記録し、一部に挿絵を描いている。

本書で底本としたのは名古屋市中村新三氏所蔵本で、『金明録』と題され、明和9年（1772）から天明4年（1784）ま

でと、享和元年（1801）から文政4年（1821）までを収める。欠落している寛政年間頃は種信が江戸詰めとなった時期で

ある。

名古屋城天守に関する記述は、文政2年（1819）6月12日の文政近江地震に関する記述の中の一節に見える。天守

そのものには被害が無かった事を記している。しかし名古屋城下および周辺地域には大きな被害が出ており

その様子を克明に記録している。なお猿猴庵はこの地震を記録した『世直し草紙』という本を描いている。（原本は国

会図書館蔵、2009年自費出版にて復刻）

名古屋城天守に関する記述はこの一ヶ所のみだが、天守および城郭に関する興味深い記述もいくつか見られる。

享和元年（1801）7月に犬山城天守に乱心した坊主が侵入したが、その際天守内では陣羽織などの虫干しをしてい

たという。

文化8年（1811）6月15日の若宮祭りでは10代藩主徳川斉朝（なりとも）（順公）（1793～1850）が辰巳御櫓、すなわち

二之丸辰巳隅櫓から末広町の黒船車を見物している。また同年7月の梵天祭りでは同じく辰巳隅櫓まで梵天を持った

御囃子が入って来ている。これについて「御不例故爰にて御覧之由」と説明しており、藩主の体調不良のため城内ま

で梵天を呼んだらしい。6月の若宮祭りも同様の理由で辰巳隅櫓からの見物となったと思われる。天守ではないが、物

見櫓として城内の櫓を使用した例である。

なお元文4年（1739）6月16日には8代藩主徳川宗勝（むねかつ）が辰巳隅櫓から天王祭および若宮祭りを見てい

る。「尾州御小納戸日記」（『新修名古屋市史 資料編 近世2』名古屋市 平成22年）より

■ 『感興漫筆』（著者：細野要斎、執筆時期：1836～1878年）

本書は細野要斎の45年にわたる筆録で、「葎（むぐら）の滴（しずく）」と題する膨大な随筆集の一部にあたるもので

ある。「葎の滴」の中には下記の諸編がある。

渉猟雑鈔 感興漫筆 蕉窓餘録 見聞雑剳 好古雑纂 師友雑録 有得漫録 仏家雑纂

家事雑記 詩歌雑集 諸家雑談 辺患 要斎録稿 碑叢

中でも最も大部な物が『感興漫筆』である。要斎26歳の天保7年（1836）から始まり、死去の年の明治11年（1878）9月

7日に終わっている。

原本の自筆本は全42冊。うち第一から第二十は要斎の門人だった永井鉄太郎氏所蔵で、昭和10年に鶴舞図書館

が写本を作成。第二十一から第四十と四十二は伊勢神宮文庫にあり、明治44年に名古屋市史編纂に際して写本作

成。第四十一は首藤為太郎氏所蔵で、同じく市史編纂のため明治43年に写本作成。こうして写本は全巻が揃ったが、

原本についてはその後永井・首藤両氏所蔵本は行方不明となり、伊勢神宮文庫所蔵の20冊のみが現存する。

細野要斎（1811～78）は尾張藩士で、嘉永6年（1853）に藩校明倫堂の典籍に任ぜられた。安政4年（1857）に隠居

したが、慶応4年（1868）に再度明倫堂教授に任ぜられている。

本書の名古屋城天守に関する記述は明治4年4月3日の記事だけである。御本丸および御天守を拝見する旨の布

令があり、10歳以上の家族の同行も許されたとの事で、要斎は養父為蔵および息子壮一郎の計3人で天守に登って

いる。地階の黄金水が1壺1匁で売られていたとの事。源敬公すなわち初代藩主徳川義直がこの井戸を「まくら井」と名

付け「こがねてふ其名をきゝてあぢはへば 天津守りのうちの井の水」と詠んだという説明が、井戸の近くの に貼られ

ていたという。また天守五階には「御大切物 又 御大切物」「御直封 拝伏之事」との貼紙があった様で、これは『金

城温古録』「御天守編」に見られる、五階一之御間の「大御半櫃」「中御半櫃」の事と考えられる。

天守そのものに関する記述は上記の一ヶ所のみだが、それ以外に『金城温古録』およびその著者である奥村得

義に関する記述が各所に見られる。安政5年（1858）6月16日に草稿成立、同年9月に校閲完了、万延元年（1860）10

月に木箱完成の記事が、それぞれ見られる。

また文久元年（1861）9月の記事には奥村得義からの書簡が引用されている。文政10年の天守鯱修理に関し、当

時作事方に勤めていた浦野重助の子息から、鯱修理に関する図面を見せてもらったとの事で、これを写したのが『金

城温古録』「御天守編之六 図彙部」にある「御天守 木地仕口寸尺之図」以下の各図面の事かと思われる。
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の

御
紋
を
打
て
付
る
。

八
棟
の
雨
滴
を
降
す
銅
樋
は
、
二
重
の
屋
根
限
に
て
放
流
す
。

宝
暦
二
年
に
御
手
始
あ
り
。

先
二
重
よ
り
四
重
ま
で
の
土
瓦
を
銅
瓦
に
取
換
。

八
棟
の
雨
滴
樋
を
二
重
よ
り
下へ
銅
樋
を
継
足
し
て
、
石
垣
の
南
よ
り

西
北
ま
で
三
面
を
這
は
せ
、
御
堀
底
に
至
て
流
す
。

P233  上P233  下

■
殿
守
間
尺
之
記

■
石
垣

（
東
ケ
輪
地
形
ヨ
リ
土
台
マ
デ
高
六
間
五
尺
、
北
西
、
堀
底
ヨ
リ

土
台
マ
デ
高
十
間
五
寸）

■
天
守
高

（
土
台
下
端
ヨ
リ
五
重
ノ
棟
上
端
マ
デ
、
総
高
十
七
間
四
尺
七
寸
五
分
。

東
ケ
輪
地
形
ヨ
リ
棟
上
端
マ
デ
二
十
四
間
三
尺
二
寸
七
分）

■
総
坪
数

（
一
重
ヨ
リ
五
重
マ
デ
平
坪
千
十
二
坪
八
分
、
内
九
百
四
十
四
坪
八
分
、

本
間
武
者
走
共
、
七
十
二
坪
附
之
分
。

■
段
階
総
数

（
南
北
之
方
一
通
分
、
百
十
九
段
）

■
窓
総
数

（
一
重
ヨ
リ
五
重
マ
デ
二
百
十
八
、
窓
内
尺
、
高
三
尺
九
寸
五
分
巾
三
尺
、

窓
子
三
本
ヅ
ヽ
立
ル
、
太
サ
見
付
四
寸
巾
三
寸）

■
屋
根
瓦

（
十
六
万
九
千
三
百
八
十
六
枚
。
但
、
小
道
具
共
、
内
二
万
八
百
七
十
六
枚

清
瓦
也
。
銅
瓦
除
之）

■
柱
総
数

（
六
百
七
十
三
本
、
内
百
十
六
本
附
之
分
、
太
サ
九
寸
ヨ
リ
一
尺
四
寸
マ
デ
、

内
五
十
八
本
ツ
カ
柱
）

P233  下P234  上P234  下

P235  上

■
劔
塀（
つ
る
ぎ
へ
い）
（
高
八
尺）

石
垣
上
御
高
塀
有
り
。

右
側
は
東
方
に
て
御
曲
輪
内へ
向
へ
ば
、
狭
間
も
見へ
ず
、

左
側
は
西
外へ
向へ
ば
隠
し
狭
間
あ
り
、
其
屋
根
の
外
、

軒
垂
木
の
鼻
に
、
鎗
の
身
を
逆
に
打
下
し
て
忍
び
返
し
と
な
す
。

長
一
尺
余
、
往
初
は
研
清
し
て
光
り
あ
り
と
云
。

今
は
黒
く
錆
た
り
。

P235  上

※頁数は、『名古屋叢書続編 第13巻 金城温古録（一）』（名古屋市教育委員会 1965）の頁数を表す

■ 『金城温古録』比定図 配置図

大天守

小天守

橋台

本丸御殿

図(資）-4.8.6 『金城温古録』比定図：配置図
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■
段
階

（
下
の
御
階
六
段
登
り
て
中
台
有
り
、

方
一
間
の
板
敷
な
り
、
夫
よ
り
上
の
御
階
九
段
也
、

合
し
て
十
七
段
に
し
て
初
重
の
台
に
登
る
）

惣
白
木
造
り
、
御
階
の
巾
上
下
共
一
間
、

左
右
欄
檻
附
、
毎
重
准
之
。

御
蔵
之
間
。
東
御
入
側
の
北
詰
に
有
り
、

此
所
実
は
御
勝
手
階
子
に
て

常
に
上
下
す
る
道
な
り
。

P251  上

■
石
之
段
階

磚
道
を
北へ
取
て
行
留
り
に
有
り
、

是
よ
り
御
土
蔵
の
間へ
登
る
口
也
。

P240  上

■
磚
道
（
し
き
か
は
ら）

奥
御
門
の
中へ
入
た
る
所
、

北へ
姑
く
の
間
有
之
土
瓦
な
り
。

P240  上

■
御
金
蔵

錠
封
、
御
城
代
衆
実
印
、
又
、

其
年
支
月
日
名
前
の
札
を
附
る
。

P240  下

■
御
天
守
奥
御
門

（
面
柱
、
巾
一
尺
八
寸
、
扉
長
七
尺
一
寸
五
分
、
巾
三
尺
五
寸
、

右
の
扉
に
潜
り
戸
仕
付
、
戸
長
二
尺
三
寸
、
巾
二
尺
、
惣
鉄
張
、

ち
や
ん
ぬ
り）

御
門
開
閉
の
次
第
、
皆
前
に
出
る
口
の
御
門
の
如
し
。

錠
ば
か
り
に
て
、
封
印
の
事
、
無
之
。

P240  上

■
御
天
守
口
御
門

（
面
柱
巾
二
尺
五
寸
、
扉
長
七
尺
、

巾
三
尺
五
寸
、
右
の
扉
に
潜
り
戸
仕
付
、

戸
長
二
尺
四
寸
、
巾
一
尺
八
寸
、

御
門
表
、
総
鉄
張
、
ち
や
ん
ぬ
り）

P238  上

■
懸
け
戸

御
門
の
外
表
に
あ
り
、

雨
除
の
為
な
り
、

此
戸
の
面
に
小
窓
附
引
戸
、

此
引
戸
を
推
開
け
ば
、
御
門
錠
封
見
ゆ
。

P238  下

■
井
桁
（
内
法
三
尺
五
寸
四
方

惣
高
二
尺
六
寸
七
分
、
蓋
輪
懸
が
ね
錠）

文
政
年
の
初
、
蓋
請
の
升
出
来
、

此
升
は
四
方
息
抜
の
窓
を
明
け
て
銅
網
を

張
り
た
り
。

P245  下

■
井（

四
方
石
垣
築
揚
、
広
さ
井
桁
に
傚
ふ）

（
深
さ
曲
尺
十
二
間
、
此
内
、

水
中
一
丈
程
有
之
と
も
云
へ
り）

P245  下

■
井
戸
車

釣
か
ね
真
木
か
ね
懸
車
は
木
。

初
重
の
天
井
に
仕
懸
有
之
、

初
重
叉
御
蔵
の
間
と
二
段
に
汲
め
る
仕
か
け
也
。

井
戸
附
之
具

箱
釣
瓶
壱
対
。

釣
瓶
綱

蕨
縄
に
て
太
さ
三
寸
五
分
程
。

釣
瓶
取

鉄
物
に
細
引
付
く
。

番
手
桶
十
。

大
半
切
桶
一
。

安
政
、
桶
つ
る
べ
を
作
て
水
汲
に
用
さ
せ
、

此
箱
形
は
式
正
の
飾
り
に
致
筈
、

故
に
爾
後
、
御
成
の
み
に
こ
れ
を
出
し
置
。

其
節
、
桶
は
隠
し
ぬ
。

P246  上P246  下

■
御
蔵
の
間

（

南
北
十
三
間
、
東
西
十
一
間
）

土
台
石
垣
の
胎
内
。

（

高
さ
旧
記
に
所
見
な
し
。
今
新
検
す
る
処
、

初
重
の
桁
下
迄
、
弐
間
壱
尺
五
寸
程
あ
り
、

こ
れ
程
土
台
を
窪
ま
せ
、

四
方
厚
二
間
の
石
垣
に
て
囲
む
。）

是
を
曲
輪
と
名
付
る

四
方
側
の
柱
は
、
囲
み
の
石
垣
、

勾
配
に
傚
て
建
揚
た
れ
ば
、
頭
の
方
、
外へ

傾
け
る
や
う
に
見
ゆ
る
な
り
、

其
余
の
柱
は
尤
直
立
な
り
。
）

P240  上P240  下

■
井
戸
の
間

御
金
蔵
の
北
に
隣
る
。

古
名
闇
（
く
ら
が
り）
の
間
と
云
事
、

元
禄
の
記
に
見
え
し
。

宝
暦
年
に
東
の
方
、
窓
新
た
に
開
け
て
よ
り

今
は
闇
か
ら
ず
。
此
所
井
水
汲
流
す
時
、

四
方へ
流
れ
て
、
末
は
口
御
門
升
形
の
石
樋
へ
流
る
。 P245  下

■
御
朱
蔵

御
金
蔵
も
隣
る
。

P244  下

■
御
用
御
土
蔵

仮
矢
来
の
内
、
北
に
在
り
。

P241  下

■
御
成
階
（

は
し
ご）

御
用
御
土
蔵
の
西
に
在
り
、
御
成
の
節
、
爰
よ
り
と
い
ふ
と
雖
。

二
重
三
重
ま
で
御
成
階
と
て
別
に
有
之
、
是
は
常
の
登
り
階
の

辺
、
井
戸
流
し
等
、
御
勝
手
を
御
通
行
と
成
故
、
将
軍
家
御

成
道
は
被
為
避
之
て
、
往
昔
、
別
段
階
有
之
処
成
べ
し
。

四
重
五
重
に
は
此
差
別
無
之
、
段
階
一
所
と
成
れ
り
。

此
所
御
蔵
の
蔭
に
て
、
昼
と
雖
も
甚
闇
く
、
実
に
御
通
行
之
節

は
、
明
る
の
為
、
燈
火
を
立
ざ
れ
ば
見
え
難
し
。

P244  上P244  下

■
雁
木（

六
段
）

御
天
守
へ
登
り
口
、

石
の
段
階
な
り
。

下
よ
り
二
段
に
て

草
履
を
脱
す
る
の
慣
ひ
あ
り
。

P238  上

■ 『金城温古録』比定図 大天守 地階平面図

※頁数は、『名古屋叢書続編 第13巻 金城温古録（一）』（名古屋市教育委員会 1965）の頁数を表す

■
石
畳
の
壇

石
の
段
階
の
上
台
、

切
石
を
以
て
敷
た
り
。

西
の
傍
に
銅
の
立
樋
四
角

あ
り
、

是
、
上
の
八
棟
の
雨
滴
を
流
す

請
樋
な
り
、
此
雨
水
、
橋
台
の

石
樋
へ
流
る
。

P238  上

■
封
番
人
番
所
（
二
畳
敷）

石
の
段
階
上
り
口
、
御
金
蔵
の

南
傍
に
あ
り
。

■
仮
矢
来
木
戸

封
番
人
番
所
の
西
に
在
り
、
是
よ
り
西
、

御
蔵
多
し
、
常
は
閉
置
る
。

P241  下

P241  下■
御
天
守
升
形

（

南
北
を
奥
行
と
し
て
長
四
間
四
尺
、
東
西
の
巾
二
間
一
尺
四
寸
、

曲
尺
を
以
て
新
検
之）

口
元
の
場
よ
り
奥
は
一
段
高
し
、
一
面
に
磚
を
敷
、
向
ふ
一
段
高
き
場
は

土
瓦
の
磚
也
。

其
口
の
一
段
低
き
所
、
鉛
磚
也
。

鉛
磚
の
下
、
敷
砂
あ
り
。

惣
天
井
白
土
塗
篭
、
是
は
火
の
用
心
と
云へ
り
。

北
よ
り
西へ
傍
に
石
樋
あ
り
、
御
勝
手
の
つ
か
ひ
水
流
す
処
。

末
は
橋
台
の
石
樋へ
通
す
。

■
升
形
御
備

御
鎗

十
筋
。
大
身
、
鞘
黒
塗
、
鍔
菊
形
。

■
升
形
磚
（

シ
キ
ガ
ハ
ラ）

（

四
方
七
寸
五
分
、
厚
一
寸
程
、
傍
の
所
に
は
、
此
切
半
三
角
あ
り）

（

右
磚
、
四
角
成
物
〆
百
九
十
五
枚
。
三
角
形
〆
三
十
一
枚
。）

算
法
記
に
云
、
鉛
の
目
方
、
一
寸
四
方
六
面
の
物
、
九
十
五
文
目
有
之
。

右
法
を
以
て
こ
れ
を
積
れ
ば
左
の
如
し
。

重
さ
惣
て
千
百
廿
四
貫
八
百
五
十
九
匁
程
。

但
、
こ
れ
を
六
匁
銃
丸
に
鋳
る
時
、
丸
数
十
八
万
七
千
四
百
七
十
六
粒
。

叉
、
三
匁
五
分
に
鋳
れ
ば
、
丸
数
三
十
二
万
千
三
百
八
十
八
粒
。

此
磚
の
敷
砂
は
猿
田
彦
の
砂
。

P238  下P239  上

図(資）-4.8.7 『金城温古録』比定図：大天守地階
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■
御
物
置

井
桁
の
間
よ
り
南
西
に

隣
り
て
初
重
の
中
央
な
り

古
図
に
板
敷
と
あ
れ
ば
、

昔
は
御
物
も
入
置
れ
し
処
、

今
は
明
き
な
り
。

■
水
帳
の
間

南
面
の
中
央
に
あ
り
。

■
水
帳
入
御
長
持

八
掉
を
置
。
一
合
に
一
郡
を
納
む
、

都
て
八
郡
八
合
也
。

■
井
桁天

上
に
車
釣
瓶
を
仕
か
け
置
、
惣
体
の
趣
は

御
蔵
の
間
の
所
に
出
た
れ
ば
爰
に
略
。

■
刀
架

井
桁
の
間
に
あ
り

二
重
の
台
に
し
て
銘
に

刀
置
所
と
有
り
。

P251  下

■
御
座
敷

御
物
置
の
廻
り
に
あ
り
、
委
し
く
図
に
出
る
。

P251  下

■
初
重

（

御
天
守
間
尺
の
古
記
に
、
一
重
目
七
尺
間
に
て
北
南
桁
行
十
七
間
三
尺
二
寸
、

東
西
梁
行
十
五
間
三
尺
二
寸
、
二
重
目
東
西
南
北
同
断
、
右
二
所

平
坪
二
百
十
三
坪
と
有
り
、
是
は
初
重・
二
重
の
二
層
は
前
に
も
出
し
置
通
り
、

直
立
に
建
揚
の
事
故
、
縦
横
共
、
同
じ
間
尺
也
。
）

（

今
、
平
坪
を
勘
れ
ば
二
百
六
十
九
坪
六
分
程
に
見
ゆ
れ
ば
、
右
二
百
十
三
坪
は

御
座
敷
御
入
側
の
畳
敷
入
場
の
積
に
や
。
）

建
揚
の
高
さ
（

古
記
ニ
一
重
目
ヨ
リ
二
重
目
板
敷
迄
一
丈
二
尺
九
寸

武
者
走
の
入
側
縁

遷
府
起
稿
ニ
一
丈
四
尺）

（

外
ヶ
輪
惣
壁
厚
一
尺
、
柱
と
柱
と
の
間
、
壁
真
は
欅
板

厚
四
寸
程

葦
掛
張
り
、

腰
下
に
は
隠
狭
間
を
穿
つ
。
）

三
角
形

内
裏
腰
板
囲
ひ

三
角
の
隠
し
狭
間
形
切
抜
仕
は
め

其
上
に
四
方
窓
数
、

旧
記
の
面
六
十
二
。

初
重
は
古
名
土
蔵
の
間
と
申
て
、
勝
手
物
置
の
所
な
れ
ば
、
爰
に
も
御
勝
手
の
所
に
て

御
物
置
も
あ
り
、
叉
、
御
武
器
の
納
置
る
。

御
敷
畳
は
末
に
一
条
出
之
。

P251  上

■
井
桁
の
間

御
蔵
の
間
よ
り
段
階
を
登
り
入
所
、

則
此
間
な
り
、
爰
に
は
敷
畳
、
今
猶
有
之
。

P251  下P251  下

■
階
段

（

下
の
階
五
段
上
り
て
中
台
二
畳
、

又
、
上
階
九
段
、
合
十
六
段
。
）

井
桁
の
間
の
東
南
の
隅
に
あ
り
て
、

是
よ
り
二
重
の
台へ
登
る
。

P254  下

P251  下P251  下

■
御
備
之
具

御
入
側
之
所
に
有
之
御
品
目
録
、
左
の
如
し
。

一
御
弓
二
百
張

 

（

ユ
ガ
ケ
）

矢
箱
附

右
は
御
入
側
椽
の
戌
亥
隅
と
、

丑
寅
の
隅
と
に
、
天
え
御
弓
を
架
し
。

一
御
長
柄
鎗
百
柄

右
は
御
入
側
の
北
、
中
央
に
有
り
、

槍
架
に
載
る
。

一
唐
金
御
鉄
炮
二
百
挺

六
匁
玉
廿
挺
入

十
箱

一
同
六
匁
玉
三
万
六
千
粒

一
箱へ
千
八
百
入

二
十
箱

一
明
桧
縄
千
五
百
把

五
百
把
入

三
箱

右
は
御
入
側
の
東
、
辰
巳
隅
迄
の
所
に
有
り
、

箱
銘
に
延
享
四
年
卯
六
月
改
の
字
あ
り
。

P254  上

■
御
成
階
（

は
し
ご）

御
物
置
の
間
戌
亥
隅
に
有
り

公
義
御
成
の
御
設
か
、

常
に
鎖
し
て
通
用
無
之
故
、
見
難
し
。

P254  上

P251  下

■ 『金城温古録』比定図 大天守 １階平面図

※頁数は、『名古屋叢書続編 第13巻 金城温古録（一）』
（名古屋市教育委員会 1965）の頁数を表す

図(資）-4.8.8 『金城温古録』比定図：大天守１階
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■
御
成
階

西
中
央
の
間

南
に
有
り
。

■
段
階

（

下
の
階
九
段
、
中
台
二
畳
上
の
階
十
五
段
、

合
二
十
六
段
。
）

東
の
間
に
有
り
、
是
よ
り
三
重
へ
登
る
。

P255  下

■
二
重初

重・
二
重
の
両
層
は
直
立
の
建
揚
の
事
、
前
段
の
通
り

（

直
高
、
二
重
板
敷
よ
り
三
重
目
板
敷
ま
で
古
記
に
壱
丈
二
尺
六
寸
と
出
。
）

（
御
座
敷
十
間
。）

此
よ
り
上
四
重
目
ま
で
は
御
差
置
の
品
無
之
。

（

入
側
内
裏
腰
板
囲
の
上
四
方
窓
数
、
古
記
の
面
六
十
一
、
又
、
附
屋
根

八
ヶ
所
。
）

P255  上

P255  下

■ 『金城温古録』比定図 大天守 ２階平面図

※頁数は、『名古屋叢書続編 第13巻 金城温古録（一）』（名古屋市教育委員会 1965）の頁数を表す

■
三
重

（

古
記
に
北
南
桁
行
七
尺
間
に
て
十
三
間
、
東
西
梁
行
同
十
一
間
、

右
平
坪
二
百
六
坪
、
内
四
十
坪
附
の
分
窓
五
十
二
、
三
重
目
板
敷
よ
り

四
重
目
板
敷
ま
で
高
二
丈
四
尺
九
寸
と
出
。）

（

謹
按
ず
る
に
、
御
本
丸
内
の
地
面
よ
り
爰
ま
で
、
直
高
曲
尺
十
一
間
一
尺
余
。）

登
る
事
い
ま
だ
高
か
ら
ざ
れ
ば
、
御
城
内
の
御
樹
木
四
方
を
遮
て
、
遠
望
、

心
に
任
せ
難
し
。

■
段
階

（

下
の
階
十
一
段
、
中
台
長
六
畳

上
の
階
十
八
段
、

合
三
十
段
。
）

是
よ
り
四
重
の
台へ
登
る
。

■
御
成
階

南
中
央
の
間
に
有
り
。

P258  上

P258  上

P258  上 P258  上

図(資）-4.8.9 『金城温古録』比定図：大天守２階 図(資）-4.8.10 『金城温古録』比定図：大天守３階
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■
段
階

（
下
の
階
十
三
段
、
中
台
長
三
畳
、
上
の
階
十
四
段
、
合
て
二
十
七
段
、
御
蔵
の
間

よ
り
爰
に
至
て
都
合
百
十
六
段
。
）

是
よ
り
五
重
の
台へ
登
る
。
但
、
御
成
階
無
し
。

■
四
重

（
古
記
に
、
北
南
桁
行
七
尺
間
に
て
十
間
、
東
西
梁
同
八
間
、

右
平
坪
百
二
十
四
坪
八
分
、
内
三
十
二
坪
附
之
分
、
四
重
目
板
敷
よ
り

五
重
目
板
敷
迄
、
高
二
丈
二
尺
八
寸
、
窓
四
十
と
あ
り
。
）

此
所
に
至
て
は
高
き
事
、
樹
頭
を
過
て
四
望
明
な
り
。

P258  上 P258  下

■ 『金城温古録』比定図 大天守 ４階平面図

※頁数は、『名古屋叢書続編 第13巻 金城温古録（一）』（名古屋市教育委員会 1965）の頁数を表す

■
五
重

（
古
記
に
、
北
南
桁
行
七
尺
間
に
て
八
間
、
東
西
梁
行
六
間
、

平
坪
五
十
六
坪
、
五
重
目
板
敷
よ
り
天
井
板
ま
で
、
高
一
丈
三
尺
、

桁
上
端
迄
一
丈
四
尺
五
寸
、
窓
二
十
八
。
）

（
四
方
半
戸
五
十
六
本
、
半
障
子
二
十
八
本
と
云
々
。）

今
、
此
御
障
子
無
し
、
御
物
置
に
入
と
も
云
、
然
れ
ど
も
、
御
成
之
節
も
不
立
。

此
所
御
座
敷
四
間
、
巽
隅
を
御
本
間
と
し
て
、
坤・
乾
・
艮
と
の
順
次
に

御
間
取
あ
り
。

御
畳
は
四
間
共
一
様
に
綾
縁
小
紋
な
り
。

御
天
井
又
一
様
に
黒
塗
縁
、
か
な
ぐ
滅
金
、
御
紋
付
小
組
と
承
塵（
ち
り
う
け）

の
板
と
は
白
木
な
り
。

巽
・
艮
両
御
間
の
天
井
西へ
付
て
各
一
口
宛
、
錠
前
附
の
所
、
天
井へ
上
り
道
、

刎
ね
蓋
と
成
れ
り
。

御
間
内
境
、
御
襖
無
く
、
常
に
御
四
間
透
通
し
に
て
、
外
廻
り
口
々
は
両
面
の

さ
ん（
桟）
戸
、
縁
黒
塗
な
り
。

御
天
守
間
尺
、
延
享
三
年
之
書
抜
に
、
五
重
の
武
者
走
七
尺
と
云
々
。
是
、

御
天
守
の
古
検
に
し
て
巾
一
間
に
当
る
。

昔
は
御
入
側
惣
体
、
御
敷
畳
有
り
、
今
は
御
入
側
都
て
の
通
り
、
爰
に
も
畳
無
之
、

板
縁
な
り
。
此
外
、
廻
り
に
半
戸
の
中
窓
、
前
記
の
通
り
有
之
。

P258  下

■
階
之
間

丑
寅
隅
に
在
り

御
四
の
間
。

此
階へ
上
下
は
三
の
御
間
、
、
東
御
敷
居
際
よ
り
有
之
、

此
間へ
は
三
之
御
間
よ
り
廻
り
入
に
せ
ざ
れ
ば
、

階
上
直
に
は
入
難
し
。

P271  下

■
一
之
御
間

辰
巳
隅
に
有
り
。

御
本
間
に
て
御
成
の
節
、
御
座
を
敷
く
。

（
二
畳
台
大
紋
御
褥
と
も）

常
は
取
納
め
置
く
。

P261  下

■
御
秡
棚

古
棚
は
北
の
長
押
上へ
に
あ
り
、

新
棚
は
西
の
長
押
上へ
に
出
来
す
。

北
の
棚
に
伊
勢
、
又
今
時
の

尾
張
三
社
の
箱
秡
あ
り
。

P268  下

■
三
之
御
間

戌
亥
隅
に
在
り
。

辰
巳
の
所
は
段
階
の

口
な
し
。

P269  上

■
御
守
札
箱

二
の
御
間
丑
寅
の
柱

南
面
に
懸
る
。

P269  上

■
二
之
御
間

未
申
隅
に
有
り
。

此
所
、
御
成
の
節
、
御
次
と
成
、

常
々
此
御
間
に
置
物
無
之
故
、
広
し
。

P268  上

■
五
重
目
御
入
側
御
窓
台
四
脚

高
さ
は
御
入
側
の
外
ヶ
輪
、
狭
間
の
梱
に
な
ら
び
、

四
隅
に
四
脚
を
置
。
是
遠
望
の
為
、

君
上
着
御
の
所
也
、
台
上
御
半
畳
、
縁
は
大
紋
。

P272  上

図(資）-4.8.1１ 『金城温古録』比定図：大天守４階 図(資）-4.8.1２ 『金城温古録』比定図：大天守５階
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■
初
重
上
り
口
（
巾
六
尺）

扉（
長
九
尺
三
寸
、

巾
二
尺
九
寸）

外
の
左
右へ
開
く
。

■
台
石
垣
之
石
の
事

台
石
垣
彫
刻
苗
字
の
考
。

新
美
の
二
字
、
続
撰
清
正
記
に

ニ
イ
ノ
ミ
と
仮
名
を
付
る
。

P223  上

■
奥
御
門

（
面
柱
巾
一
尺
二
寸
、

扉
長
六
尺
五
寸
、
巾
三
尺
、

右
の
扉
に
潜
り
戸
仕
付
、

戸
長
二
尺
六
寸
、
巾
一
尺
七
寸）

総
鉄
張
。

P221  上

■
雁
木
上
台
地
面

（
東
西
長
三
間
二
尺
二
寸
、

南
北
巾
東
端
一
丈
三
尺
、

西
際
一
丈
二
尺
三
寸
、

此
外
に
北
傍
駒
除
敷
地
有）

P220  下

■
駒
除

（
土
台
、
五
寸
角
柱
二
十
一
本
、

三
寸
三
分
角
、
長
二
尺
七
寸
、

三
寸
五
分
巾
の
貫
一
挺
抱
き
、

控
木
四
所
に
入
る
、
土
台
下
よ
り

柱
の
頭
迄
、
総
高
三
尺
二
寸
四
分
。
）

雁
木
上
台
の
北
御
石
垣
の
上
に
あ
り
。

P220  下

■
雁
木

（
坂
形
り
に
長
七
間
六
寸
、

巾
一
丈
四
尺
、
石
階
段
二
十
四
段）

小
天
守

北
面

丑
寅
の
角
辺
よ
り

西へ
登
り
坂
、
切
廻
し
の
石
に
て
組
並
ら
べ
、

石
間
土
築
な
り
、
此
石
段
登
り
口
、

御
制
限
の
所
な
り
。

P220  下

■
口
御
門

（
面
柱
巾
一
尺
六
寸
、
扉
長
六
尺
八
寸
、

巾
三
尺
五
寸
、
右
の
扉
に
潜
り
戸
仕
付
、

戸
長
二
尺
六
寸
、
巾
一
尺
九
寸
、
戸
外

わ
か
け
が
ね
に
て
錠
〆）

総
鉄
張
。

P221  上

■
御
蔵
之
間

（
柱
直
高
弐
間
程）

此
所
石
垣
の
胎
内
。

中
央
の
土
間
は
御
天
守へ
の
通
踏
。

P221  上

P323

■ 『金城温古録』比定図 小天守地階平面図

■
御
金
蔵

（
三
口
有
り

御
蔵
の
間
の
東
に
一
口
、

南
に
二
口
あ
り
。
）

表
の
囲
ひ
開
き
戸
錠
し
ま
り
、

錠
の
覆
ひ
箱
に
銘
御
金
奉
行
と
あ
り
。

P221  上

■
封
番
の
詰
所

（
二
畳
台）

西
向
の
台
。

P223  上

■
御
腰
物
方
物
置

戌
亥
隅
の
間
、
西
の
板
戸

P225  上

■
御
鍵
奉
行
物
置

（
二
タ
間）

初
重へ
上
り
口
、
東
西
の
所
、

板
戸
の
札
銘
に
御
鍵
奉
行
と
あ
り
。

P223  下

■
刀
置
場

（
紺
縁
四
畳）

段
階
上
る
所
の

入
側
板
椽
南
傍
に
あ
り
、

此
所
に
御
壁
書
あ
り
。

P223  下

■
初
重

（
長
十
三
間
、
巾
九
間）

四
方
廻
り
入
側
板
椽

外
ケ
輪
窓
引
戸
、

窓
下
内
腰
板
隠
し
狭
間
△
形
切
は
め
、

何
方
も
同
之
。

P223  下

■
階
段

二
重
へ
上
り
口
に
て
、

南
入
側
椽
の
東
に
あ
り
。

P226  上

■
御
小
納
戸
物
置

（
二
タ
間）
東
の
間
、

南
北
突
通
し
に
有
り
。

P225  上

■
入
子
水
抜
の
事

窓
敷
居
の
み
ぞへ
横
降
の
雨
水
溜
れ
る
時
、

し
き
ゐ
の
底
よ
り
壁
外へ
銅
の
呑
口

通
し
て
、
雨
水
を
吐
せ
る
か
な
ぐ
也
。

P324  上

■ 金城温古録比定図 小天守１階平面図

■
階
段

上
り
口
、
扉
の
内
に
限
り
、

是
よ
り
小
天
守
初
重
へ
登
る
。

P223  上

図(資）-4.8.1３ 『金城温古録』比定図：小天守地階 図(資）-4.8.1４ 『金城温古録』比定図：小天守１階
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■ 『金城温古録』比定図 小天守２階平面図

※頁数は、『名古屋叢書続編 第13巻 金城温古録（一）』（名古屋市教育委員会 1965）の頁数を表す

■
小
天
守
二
重
目

御
敷
畳
中
絶
、
板
の
間
に
成
置
れ
し
。

文
化
八
年
辛
未
に
至
て
、
御
具
足
、
爰

に
納
め
ら
る
。
以
前
は
未
申
隅
御
櫓
に

置
せ
ら
れ
し
。
其
御
櫓
の
敷
畳
、
上
紺

縁
な
り
し
伝
へ
を
も
て
、
爰
に
も
上
紺

縁
の
御
畳
敷
べ
き
注
文
申
上
る
と
雖
、

此
所
は
も
と
御
天
守
五
重
目
の
如
く
、

御
座
の
間
の
格
に
准
ぜ
ら
る
ゝ
に
や
、

今
、
小
紋
の
綾
縁
な
り
と
云へ
り
。

但
、
畳
縁
の
品
の
事
は
凡
例
の
編
に
出

れ
ば
、
こ
ゝ
に
贅
せ
ず
。

■
二
重

（
東
西
長
九
間
、
南
北
梁
五
間
、

此
検
尺
は
古
図
に
見へ
し
を
写）

入
側
四
方
廻
り
板
椽
な
り
。

母
屋
の
御
間
三
所
、
天
井
白
木
の
小
組
、

御
畳
縁
綾
小
紋
高
麗
な
り
。

西
を
上
の
御
間
と
し
、

東
を
二
の
御
間
と
す
る
が
如
し
。

P226  上

■
小
天
守

土
台
石
垣
根
敷
。（
東
西
曲
尺
長
拾
七
間
、

南
北
巾
拾
弐
間
四
尺
、
高
四
間
三
尺
程）

上
に
小
天
守
台
二
層
、
南
北
に
附
屋
根
を

置
く
。

此
破
風
に
窓
無
く
、
只
装
ひ
の
み
に
て

八
棟
の
略
形
な
り
。

総
塗
篭
造
り
大
棟
東
西
に
通
り
、

悉
く
土
瓦
葺

俗
に
筒
瓦
と
云
、
大
瓦
な
り

 

（
シ
ャ
チ）
亦
、
土
瓦
な
り
。

是
、
清
正
営
造
之
ま
ま
の
姿
な
る
べ
し
。

大
棟
の
東
の
破
風
に
開
戸
の
窓
あ
り
、

西
の
破
風
に
は
こ
れ
無
し
。

P220  上P228  上

P318

■ 『金城温古録』比定図 小天守北立面図

図(資）-4.8.1６ 『金城温古録』比定図：小天守北立面図(資）-4.8.1５ 『金城温古録』比定図：小天守２階

『金城温古録』 巻十四 図彙部
「小天守大体」

■
駒
除

（
土
台
、
五
寸
角
柱
二
十
一
本
、

三
寸
三
分
角
、
長
二
尺
七
寸
、

三
寸
五
分
巾
の
貫
一
挺
抱
き
、

控
木
四
所
に
入
る
、
土
台
下
よ
り

柱
の
頭
迄
、
総
高
三
尺
二
寸
四
分
。
）

雁
木
上
台
の
北
御
石
垣
の
上
に
あ
り
。

P220  下

資料4-142



特 別 史 跡 名 古 屋 城 木 造 天 守 閣 整 備 基 本 計 画

資料編 第４章 復元の根拠資料 （８） 文献史料

■
御
天
守
橋
台

（
南
北
長
十
一
間
半
中
央
道
巾
弐
間）

左
右
に
高
く
石
垣
あ
り
て
、
凹
に
築
け
る
。

中
の
道
に
は
栗
石
を
敷
、
南
勾
配
な
り
。

西
傍
に
石
樋
を
埋
み
置
。

是
は
御
天
守
御
門
前
八
棟
の
雨
滴
を

流
す
為
と
、
又
、
井
戸
流
し
を
兼
た
る
備
。

■
御
天
守

土
台
石
垣
、
高
六
間
余
、
其
胎
中
を
窪
ま
せ
て
御
物
置
の
土
蔵
と
す
。

四
方
石
垣
な
る
。

楼
の
表
面
、
白
土
壁
塗
篭
造
り
。

初
重
よ
り
第
二
重
ま
で
は
、
両
層
一
屋
の
如
く
、
柱
を
真
直
に

建
揚
な
る
故
に
、
初
重
の
屋
根
は
俗
に
い
ふ
？
庇
に
似
て
、

其
二
重
よ
り
屋
根
形
顕
は
る
。

第
三
重
よ
り
台
を
縮
め
て
屋
根
形
正
し
、
第
四
重
ま
で
は

土
瓦
屋
根
に
て
、
毎
重
八
棟
形
の
壇
は
屋
根
の
破
風
懸
魚
と
も
、

木
地
の
面
に
滅
金
の
御
紋
を
打
て
付
け
、
第
五
重
の
外
ヶ
輪
狭
間
の

窓
の
上へ
下
タ
長
押
を
通
し
、
惣
地
壁
と
共
に
白
土
に
て
塗
篭
め
、

其
面
に
赤
銅
煮
黒
め
の
か
な
ぐ
六
葉
を
打
付
る
。

大
屋
根
は
銅
瓦
に
て
、
棟
南
北
に
通
る
。

爰
に
金
の 

（
シ
ャ
チ）
を
対
に
揚
て
、
其
下
破
風
も
銅
包
の
滅
金
の

御
紋
を
打
て
付
る
。

八
棟
の
雨
滴
を
降
す
銅
樋
は
、
二
重
の
屋
根
限
に
て
放
流
す
。

宝
暦
二
年
に
御
手
始
あ
り
。

先
二
重
よ
り
四
重
ま
で
の
土
瓦
を
銅
瓦
に
取
換
。

八
棟
の
雨
滴
樋
を
二
重
よ
り
下へ
銅
樋
を
継
足
し
て
、
石
垣
の
南
よ
り

西
北
ま
で
三
面
を
這
は
せ
、
御
堀
底
に
至
て
流
す
。

■
小
天
守

土
台
石
垣
根
敷
。（
東
西
曲
尺
長
拾
七
間
、

南
北
巾
拾
弐
間
四
尺
、
高
四
間
三
尺
程）

小
天
守
台
二
層
、
南
北
に
附
屋
根
を
置
く
。

此
破
風
に
窓
無
く
、
只
装
ひ
の
み
に
て
八
棟
の
略
形
な
り
。

総
塗
篭
造
り
大
棟
東
西
に
通
り
、
悉
く
土
瓦
葺
俗
に
筒
瓦
と
云
、
大
瓦
な
り

鯱（
シ
ャ
チ）
亦
、
土
瓦
な
り
。
是
、
清
正
営
造
の
ま
ゝ
の
姿
な
る
べ
し
。

大
棟
の
東
の
破
風
に
開
戸
の
窓
あ
り
、
西
の
破
風
に
は
こ
れ
無
し
。

P2３３ 上

P234  下

P22０ 上

■『金城温古録』比定図 大・小天守及び橋台東立面

※頁数は、『名古屋叢書続編 第13巻 金城温古録（一）』（名古屋市教育委員会 1965）の頁数を表す

■
殿
守
間
尺
之
記

■
石
垣

（
東
ケ
輪
地
形
ヨ
リ
土
台
マ
デ
高
六
間
五
尺
、

北
西
、
堀
底
ヨ
リ
土
台
マ
デ
高
十
間
五
寸）

■
天
守
高

（
土
台
下
端
ヨ
リ
五
重
ノ
棟
上
端
マ
デ
、

総
高
十
七
間
四
尺
七
寸
五
分
。

東
ケ
輪
地
形
ヨ
リ
棟
上
端
マ
デ

二
十
四
間
三
尺
二
寸
七
分）

■
総
坪
数

（
一
重
ヨ
リ
五
重
マ
デ
平
坪
千
十
二
坪
八
分
、

内
九
百
四
十
四
坪
八
分
、
本
間
武
者
走
共
、

七
十
二
坪
附
之
分
。
）

■
段
階
総
数

（
南
北
之
方
一
通
分
、
百
十
九
段）

■
窓
総
数

（
一
重
ヨ
リ
五
重
マ
デ
二
百
十
八
、
窓
内
尺
、

高
三
尺
九
寸
五
分
巾
三
尺
、

窓
子
三
本
ヅ
ツ
立
ル
、

太
サ
見
付
四
寸
巾
三
寸）

■
屋
根
瓦

（
十
六
万
九
千
三
百
八
十
六
枚
。

但
、
小
道
具
共
、
内
二
万
八
百
七
十
六
枚

清
瓦
也
。
銅
瓦
除
之）

■
柱
総
数

（
六
百
七
十
三
本
、
内
百
十
六
本
附
之
分
、

太
サ
九
寸
ヨ
リ
一
尺
四
寸
マ
デ
、

内
五
十
八
本
ツ
カ
柱）

■
御
天
守
の
御
鍵

紫
の
糸
打
紐
に
て
結
ぶ
、
極
秘
、

詳
に
し
が
た
し
。

■
御
天
守
敷
畳
の
事

今
は
御
畳
省
略
之
所
多
故
、
委
く
難
知
。

或
記
に
日
、
古
人
の
覚
書
。

一
御
天
守
初
重
、
合
五
百
三
十
六
畳
之
内

御
座
敷
十
間

二
百
七
十
畳

入
側
椽

二
百
六
十
四
畳

一
同

二
重
、
合
五
百
四
十
八
畳
之
内

御
座
敷
十
間

二
百
八
十
二
畳

入
側
椽

二
百
六
十
四
畳

一
同

三
重
、
合
三
百
八
十
八
畳
之
内

御
座
敷
九
間

百
五
十
六
畳

入
側
椽

百
四
十
四
畳

附
之
間
六
所

八
十
畳

一
同

四
重
、
合
二
百
十
七
畳
之
内

御
座
敷
四
間

九
十
四
畳

入
側
椽

七
十
七
畳

附
之
間
六
所

四
十
六
畳

一
同

五
重
、
合
百
畳
之
内

御
座
敷
四
間

四
十
六
畳

入
側
椽

五
十
四
畳

右
御
天
守
御
畳
惣
計
千
七
百
五
十
九
畳
。

■
御
天
守
風
通
窓
開
閉
の
時
節

一
夏
四
月
の
節
に
入
て

南
北
の
窓
戸
を
常
開
と
す
。

其
窓
に
極
り
有
り
、
図
彙
に
委
し
。

其
口
、
鳥
除
の
か
な
あ
み
戸
あ
り
。

此
網
戸
、
宝
暦
の
度
、
新
調
。

P275  下 P274  下 P273  下

■
土
台
石
垣

此
地
下
に
敷
松
を
入
て
、
其
上
に
石
を
載
て
組

登
る
。

地
中
に
石
垣
の
脚
埋
り
入
事
、
凡
そ
四
尺
程
、

其
下
に
松
有
り
。

宝
暦
御
修
復
の
時
、
こ
れ
を
検
る
に
、
右
敷
松

厳
然
と
し
て
不
朽
。

石
垣
は
右
御
修
復
の
時
、
過
半
組
直
し
に
成
し

か
ば
、
今
の
形
を
以
て

慶
長
の
古
体
を
論
じ
難
し
。

昔
、
四
隅
の
石
に
清
正
家
臣
の
名
を
彫
り
附
し

も
、
一
隅
は
宝
暦
の
度

散
失
し
て
、
今
、
三
隅
の
み
に
其
石
残
れ
り
。

P233  下

P235  下

■
黄
金
の 

（
し
ゃ
ち）
御
造
替

慶
長
十
五
年
庚
戌
創
建
よ
り
百
十
六
年
の
後
、

享
保
十
一
年
丙
午
御
造
替
あ
り
。

其
れ
よ
り
百
一
年
の
後
、
文
政
十
年
丁
亥
御
造
替
あ
り
。

始
よ
り
三
度
目
な
り
。

P272  下

図(資）-4.8.1７ 『金城温古録』比定図：大・小天守及び橋台東立面

『金城温古録』 巻十四 図彙部
「御天守大体 其一 東面」
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■
入
子
水
抜
の
事

窓
敷
居
の
み
ぞへ
横
降
の
雨
水
溜
れ
る
時
、

し
き
ゐ
の
底
よ
り
壁
外へ
銅
の
呑
口

通
し
て
、
雨
水
を
吐
せ
る
か
な
ぐ
也
。

P324  上

金城温古録比定図 大天守・小天守・橋台 西立面図

※頁数は、『名古屋叢書続編 第13巻 金城温古録（一）』（名古屋市教育委員会 1965）の頁数を表す

■
御
飾
御
紋
の
事

一
鬼
板
、
此
瓦
の
面
は
葵
二
枚
葉
の
莟
形
な
り
。
是
は

小
天
守
箱
棟
の
留
瓦
な
り
。

一
懸
魚
の
目
、
并
長
押
か
な
ぐ
共
に
六
葉
形
な
り
。
但

な
げ
し
か
な
ぐ
は
赤
銅
。

P324  下
『金城温古録』 巻十四 図彙部

「御天守大体 其三 西面」
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第
十
四
之
冊

『金城温古録』 巻十四 図彙部
「御天守古瓦」

『金城温古録』 巻十四 図彙部
「南正面ノ口御門上二重目附屋根唐破風之図」

金城温古録比定図 大天守 南立面図

※頁数は、『名古屋叢書続編 第13巻 金城温古録（一）』（名古屋市教育委員会 1965）の頁数を表す

五
重
目
に
は
さ
ま
の
窓
な
し

『金城温古録』 巻十四 図彙部
「御天守大体 其二 南面」
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